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FAX 03(6902)5515 。 請 議 計 、「EF 03-6902-5593 | 環 請 求 』 』、TELO3-6902-5505 
営業 時 間 外 に 受信 し た も の に つい て は 、 営業 時 間 月 金曜 11:00 て 16:00 旅行 説明 会 受付 営業 時 間 月 て 金曜 9:30 て 17:30 
層間 業 日 の 扱い に な ょ り ま す の で ご 注意 くだ さい 。 (土曜 ・ 日 曜 ・ 祝 日 ・12/30 ン 1/3 は 休み ) (土曜 ・ 日 曜 ・ 祝 日 ・12/30 ン 1/3 は 休み ) 





電話 番号 は お か け 間 違い の な いよ うに お 願い いた し ます 。 議 放 二 は 3 計 き 培 お 内 な = ヨミ の EE > 交 に = 且 に あの の 2 と ジン 太 : 
※ ナ ビ ダ イ ヤル は 通話 料金 全国 一 律 1 分 10 円 (携帯 電話 か ら は 20 秒 10 円 ) ※ お 申し 込み 内 容 の 聞き 間違い 等 に より お 客 様 に ご 迷惑 を お か け する こと を 防止 する た め 、 お 電話 内 容 を 録音 させ て いた だ いて お り ま す 。 
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少 人 数 10 名 様 か ら ツ アー を 催行 いた し ます 。 





バス 座席 は 他 グ ルー プ の 隣 席 な し で 最大 30 名 様 、 リバ ス 座 席 お ひと り 欄 2 席 利用 コー ス で 』 
また は ] 名 様 で 2 席 利用 と いた し ます 。 1 名 様 <2 席 利用 で きる 出発 設け ます 。 上 閉 
※ー 部 地域 で 交通 規制 な ど に より 大 型 バ ス が 入れ な い 際 、 及び 座席 数 の 少な い 特殊 車両 利用 の 場合 な ど は 除き ます 。 を ひ た り で 2 意 ざ 幸 用 昼間 が 


議 証 | 名 倍 で 2 し 





ご 宿泊 は 厳選 し た 旅館 ホテ ル を ご * 用 意 いた し ます 。 
JTB お 客 様 満足 度 ア ン ケ ー ト お お むね 80 点 以上 の 旅館 ・ ホ テル か ら 厳 選 。 





※ た だ し 、 アンケ ー ト 80 点 未満 で も 、 特色 が あり 評価 の 高い お 宿 を 利用 する 場合 も さ ざ い ます ( 秘 湯 の お 宿 な ど ) 。 賠 贈 太 冊 同 弄 玉 了 中層 騙 賠 
また 、 新規 オー プン な ど で 評価 点 未 発表 で も 、 プレ ミア ムコ ー ス に 相応 し いと 判断 し た お 宿 を 利用 する 場合 も で ざい ます 。 | yl@lelelelelelelele|e|@) 
旅館 ・ ホ テル へ は 17:00 頃 まで に 到着 。 ゆとり ある 行程 で お 寛ぎ いただけ ま す 。 バス 座席 ゆとり 乗車 っ ユー ス で は 
※ お 祭り や 夜景 観賞 な どの 夜 の 観光 や 、 宿 泊 施 設 外 で の ご 夕食 を お 楽し みい た だ きた いと き は 例外 と させ て いた だ きま す 。 "人 他 グル ー プ 同士 の 隣 席 いた し ませ ん 。 


また 、 利用 交通 機関 の 都合 に より 一 部 例外 と な る 場合 が さ ざ い ます 。 


新幹線 は グリ ー ン 車 利用 で ご 案内 いた し ます 。 


※ 東 海道 ・ 山 陽 新幹線 が 対象 と な り ま す 。 


も ちろ ん 出発 か ら 到着 まで 経験 


1 レイ 46 の 4: 作 及 と イミ 3 た と 9: 





現地 に 詳し い バ スガ イド が 同行 





富 な 添乗 員 が 同行 で 安心 。 いた し ます 。 その 土地 の 文化 や = 2 の mm 
に も や \ ーー や ト 3 よ 1 ウレ イミ ヨゴ を 4: 
om 挨拶 コー ル で 事前 に 歴史 な ど 興 味 深い ガイ ディ ング 四 生 旨い 
。 ※ ホ テル 送迎 車 等 の 負 社 旅行 商品 の 取扱 い に 含ま な い 移 
も ご 旅行 を サポ ー ト いた し ます 。 で 旅 を 一 層 盛 り 上 げ ま す 。 動 は 対象 外 と な り ま す 。 ※ バ ス 座席 は 大 型 バ ス ( 正 席 数 
※ 一 部 例外 と な る コー ス も ご ざい ます 。 45 席 ) の イメ ー ジ で す 。 実 際 の 催行 は 別 車種 の 場合 も で ざ 


いま す 。 ※2022 年 9 月 出発 まで の ツア ー が 対象 で す 。 





G 実 邦 い た ぽ ま 朱 


旅 物語 プレ ミア ム で は 、2022 年 3 月 以降 の ツア ー す べ て に つい て 、 [ワク ナン ・ 検 査 パッ ケー ジ 」 の 考え 方 を 導入 し 、 実施 いた し ます 。 
ツア ー 参 加 条 件 や 当日 ご 持参 いた だ く 人 確認 書類 は 下記 の 通り と な り ま す の で 、 事 前 に ご 確認 の 上 、 お 申し 込み くだ さい ます よう お 願い いた し ます 。 
な お 、 下 記 参 加 条 件 は 、 今 後 の 状況 に より 変更 させ て いた だ く 場 合 が ご ざい ます 。 


ーー ジジ 3 川 攻 8 議 0% ま た は @ の いずれ か を 証明 いた だ きま す 。 


ワク チン 2 回 接種 済 で 、 接 種 日 か ら 5 
ee @ 出発 前 に 受け た PCR 検 査 等 の 結果 が 陰性 で ある こと 


ご 旅行 当日 に 接種 済 証 等 を 確認 いた し ます 。 PCR 検 査 また は 抗原 定量 検査 を お 客 様 ご 目 身 で 受け て いた だ き 、 検 査 結果 が 陰性 の 場合 は ご 参加 可 
(画像 や 写し 、 電 子 的 な 接種 証 等 も 可 ) 能 で す 。 ご 旅行 当日 に 、 陣 性 の 確認 が で きる 書面 (原本 また は メー ル の 結果 通知 等 ) を 確認 いた し ます 。 


※2 回 目 の ワ クチ ン 接 種 か ら 出発 前 日 まで に 14 日 以上 経過 し て いる ※ 検 査 費用 は いずれ も お 客 様 負 担 で す 。 ※PCR 検 査 ・ 抗 原 定量 検査 に つい て は 、 ツ アー ご 出発 3 日 以内 、 抗 原 定性 検査 に つい て は 、 ツ アー こ ご 出 

こと が 条件 と な り ま す 。 発 1 日 以内 に 受け た 検査 が 有効 で す 。 ※12 歳 未満 の お 子 様 は 、 同 居 の 保護 者 が 同行 する こと を 条件 に 検査 不要 で す 。 た だ し 、 自 粛 要請 の 対象 
に な る 場合 は 6 歳 以 上 の お 子 様 も 検査 は 必要 と な り ま す 。 ※ 検 査 結果 が 陽性 の 場合 は 、、 ツ アー の ご 参加 を ご 遠慮 いた だ きま す 。 そ の 場合 の 取 
消 料 は 収受 いた し ませ ん 。 ※ 市 販 の 抗原 検査 キッ ト な ど を 用 いて 医療 機関 を 通さ ず に 検査 結果 が 判明 する も の は 無効 と な り ます 。 検 査 キ ッ ト 
を 使用 し 、 ご 自身 で 検体 を 採取 する 場合 で も 、 必 ず 医 療 機関 また は 検査 機関 に 送付 し 結果 を 判定 し て も ら う 方 式 の 検査 を ご 利用 くだ さい 。 


※ ご 旅行 当日 に ツア ー ご 参加 者 全員 の 証明 書 等 を 確認 させ て いた だ きま す 。 ご 持参 を お 忘れ の 場合 は 、 ツ アー の ご 参加 を ご 遠慮 いた だ きま す 。 そ の 場合 の 取消 料 は 通常 の 規定 通り 収受 いた し ます 。 


※ 掲 載 の 写真 は すべ て イメ ー ジ で す 。 1 


JTB 旅 物語 ホー ムペ ー ジ に て ツア ー を ご 予約 い 
た だ いた お 客 様 は 、 ご 旅行 代金 の お 支払 い 方 法 と 
し て 、 ク レジ ッ ト カ ー ド に よる オン ライ ン 決 済 が ご 
利用 いた だ け ま す 。 


こち ら か ら 。 


提携 クレ ジッ ト M 


クレ ジッ トカ ー ド 決済 時 の 注意 事項 (ホー 


ムペ ー ジ か ら の お 申し 込み ) 


@ ク レジ ッ ト カ ー ド 決済 は ホー ムペ ー ジ か ら の ご 予約 の み の お 取り 扱い と な り ま す 。 お 電話 で は 承る こと が で きま せん の で ご 注意 くだ さい 。 氏 ホ ー ム ペー ジ か ら の ご 予約 に は 旅 物語 WEB 会 員 登 録 が 必要 と な り ま す 。 欠 お 申し 
と 保険 に ご 加入 され る お 客 様 、 渡 航 手続 き を 弊社 に ご 依頼 の お 客 様 へ は 、 別 途 代 表 者 様 宛 に 必要 書類 一 式 を お 送り いた し ます 。 倫 ご 参加 者 代表 者 様 一 括 で の お 支払 いと な り 

ます 。 欠 宿 泊 プ ラン 「 泊 まる ん ば 」 は ご 宿泊 先 で の お 支払 いと な る た め 、 ホ ー ム ペー ジ で の クレ ジッ トカ ー ド 決済 の 対象 外 で す 。 倫 JTB 旅 行 券 (ナイ スト リッ プ ) 、JTB ト ラベ ル ギ フ ト ( カ ー ド 型 旅行 券 )、 た び た び バン ク 等 、 他 の お 
支払 方 法 と の 併用 は で きま せん 。 倫 現金 お 支払 い 選択 後に クレ ジッ トカ ー ド 決済 に 変更 する こと は で きま せん 。 坦 一 部 商品 に つい て は お 支払 方 法 と し て クレ ジッ トカ ー ド 決済 が ご 選択 いた だ け な い 場合 が で ご ざい ます 。 


2022 年 JTB 旅 物語 の 


デア 


の 


新型 コロ ナウ イル ス 「 安 心 ・ 安 全 ・ ・ 清 潔 」 対 策 。 2022s 


出発 前 に 新型 コロ ナウ イル ス に 感染 し た こと を 理由 に お 取り 消し の 場合 、 


9 月 出発 まで の 


\ フ ee 


特例 と し て 取消 料 を いた だ きま せん 。 


ツア ー 中 は 毎日 参加 者 全員 (添乗 員 、 現 地 係員 、 ガ イド 、 バ ス 乗 務 員 含 む ) の 体調 確認 を お こない ます 。 
な お 、 ツ アー 中 は お 客 様 の 安全 確 介 の た め マ スク の 着用 を 必須 と させ て いた だ きま す 。 


ツア ー 中 に 発熱 (37.5 度 以上 ) が 発覚 し た 場合 


、 お 客 様 の 安全 確保 の た め ツ アー を 一 日 離 団 し て いた だ きま す 。 


な お 、 苑 団 後 の ツ アー へ の 復帰 は 医師 の 許可 を 条件 と させ て いた だ きま す 。 ま た 発熱 に よる 離 団 


に 限り 、 特 例 と し て 離 団 期間 の 旅行 代金 を 日 割り に て 後日 払い 戻し させ て いた 


こさ ます 。 


バス 座席 を 「 お 1 人 様 で 2 席 利用 ] の コー ス を 設け ます 。 


(対象 コー ス は 各 コ ー ス 掲載 の ペー ジ に 


利用 交通 機関 お よび 宿泊 観光 ・ 食 事 施設 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 拡 大 防止 対策 が 
取ら れ て いる こと を 確認 し て いま す 。 


国内 旅行 の ご 案内 と ご 注意 (抜粋 ) 


お 申し 込み の 際 の ご 注意 


@ 未 成年 の 方 20 歳 未満 の 方 (出発 日 基準 ) は 場合 に より 親権 者 の 「 同 意 書 」 を 提出 し て いた だ きま す 。15 歳 
未満 の 方 も し く は 中 学生 以下 の 方 (出発 日 基準 ) は 保護 者 の 同行 を 条件 と させ て いた だ きま す 。 





@ 乳 幼児 の ご 参加 に つい て 泊 乗 員 同 行 コー ス ( 親 子 参加 型 等 の 特別 コー ス を 除く )、 バ ス 旅 は 、3 歳 未満 の お 子 様 の 
ご 参加 は ご 遠慮 いた だ いて お り ま す 。 ま た 、 了 乳幼児 は 現地 に て 別途 施設 使用 料 や 食事 代 等 が 必要 と な る 場合 が あり ます 。 
こども 代金 に つい て 特に 注釈 の な い 場 合 、 満 12 歳 以上 の 方 は お と な 代金 、 のり 2 利 肥 コー 
ス は 満 3 歳 以上 ※LCC 利 用 コー ス は 満 2 歳 以上 ) 満 12 歳 未満 の 方 は 、 こ ども 代金 と な り ます 。 

人 @70 歳 以上 の 方 (出発 日 基準 ) で お ひと り 様 参加 の 場合 、 ご 予約 時 に 緊 を 和 ( 二 帯 号 な と) を 何 っ て お り ます 

mr キメ ーー ミー ニー 延長 や 途中 離 団 別 行動 な ど は お 受け で きま せ 


7 な ES 基本 的 に バス ・ ト イレ 設備 の ご 用 意 が ある 場合 は 、 に 記載 を し て お り ませ ん 。 
例外 と し て ご 用 意 が で き な い 場合 の み 詳細 を 各 コ ー ス ペー ジ に 明記 し て お り ま す 
介 す べ て の 掲載 コー ス で 他 の お 客 様 と の 相 部 屋 は お 取り 扱い し て お り ま せん 









@ お 部 屋 は 、 茜 煙 ・ 喫 煙 、 和 室 ・ 洋 室 等 部 屋 タイ プ 、 階 層 ・ 眺 望 の 指定 等 の ご 希望 は お 受け で きま せん 。 
人 @ 貼 等 クラ ス の 宿泊 先 は お 選び いた だ け ま せん 。 な お 、 3 


に EatPA5kq 





@ 出 発 日 に より ( 行程 が 逆 回 り に な る 場合 や 観光 順序 、 食 事 の 順序 が 入れ 替わる 場合 が あり ます 。 


ビーliEiEilpAD ik 


@ 集 合計 義 は 原 有 JR 利 用 コー ス (添乗 員 同 行 コ ー ス の み 対 象 ) ・ 船 舶 利用 コー ス は 出発 時 間 の 30 分 前 、 航空 機 利 用 コー ス は 羽田 
空港 発 40 分 前 / 成田 空港 発 60 分 前 を 予定 し て いま す 。 バ ス 利 用 コー ス は 出発 時 間 を 掲載 し て お り ま す 。( 一 部 コー ス を 除く ) 
 ※ ワ クチ ン ・ 1 ス は 、JR・ バ ス 利 用 コー ス は 40 分 前 、 航 空 機 利用 コー ス は 60 分 前 集合 と な り ます 。 


@ グ イ PE: 遅延 等 の 事由 に より 記載 の 時 刻 が 変更 と な る 場合 が あり ます 。 
II 団体 手配 の 都合 上 グル ー プ 、 カ ッ プ ル の 方 で も 隣り 合わ せ の 席 に な ら な い 場 合 が あり ま 
す 。 ま た 、 特 に 明示 し た 場合 を 除き 、 普 通 席 を ご 利用 いた だ きま す 

@ 列 車 に つい て ご 利用 の 列車 の 種類 ・ 時 間 及 び 指 定席 の 禁煙 席 ・ 喫 煙 席 、 容 側 ・ 通 路側 等 の ご 希望 は 承る こと が で き 
ませ ん 。 ま た 、 途 中 駅 乗車 で の ご 参加 の お 客 様 は 入場 券 代 を 各自 ご 負担 いた だ きま す 。2020 年 5 月 20 日 乗車 分 か ら 、 
東海 道 ・ 山 陽 ・ 九州 新幹線 に 3 辺 の 合計 が 160cm を 超え る 荷物 (以下 、 特 大 荷物 ) を 車内 に 持ち 込む 場合 は 、 事 前 に 特 
大 和 荷物 スペ ー ス つき 座席 の 予約 が 必要 で す の で 、 旅 行 申込 時 に お 申し 出 く だ さい (予約 料 は 無料 で す が 、 席 数 に は 限り 
が あり ます ) 。 ま た 、 予 約 で きた 場合 で も 、 他 の お 客 様 と 号車 ・ 座 席 が 離れ る こと が あり ます 。 な お 、3 辺 の 合計 が 250cm 
を 超え る 荷物 は お 持 込 い た だ け ま せん 。 事 前 予約 せ ず に 特大 荷物 を お 持ち 込み され た 場合 、 車 内 で 手数 料 (1.000 円 ・ 
税込 ) を お 支払 いい た だ く 必 要 が あり ます の で 、 な る べく 荷物 は 小分け に し て いた だ く よ うお 願い いた し ます 。 ご 不明 な 
点 は 、 販 売店 係員 に お 問い 合わ せく だ さい 。 特 大 荷物 の 持ち 込み に 関す る 詳細 は 、 > に //jr-centralcoJp/)・ 
JR 西日本 (htt DS://wWwwesti「.Cojp/)・ JR 九州 (https://www WOMEN .CO.jD/) の HP を ご 覧 くだ さい 。 

@ 折 空 歓 に つい て 利用 航空 会 社 を お 選び いた だ く こ と は で きま せん 。 ま た 、 ・ 経 由 便 を ご 利用 いた だ く 場 合 が あり ます 。 な お 、 利 用 便 
の 指定 や 窓側 ・ 通 路側 等 の ご 希望 は 承る こと が で きま せん 。 利 用 航空 会社 凡例 : IN (日 本 航空 )、ANA( 全 日 空 )、JTA( 日 本 トラ ンス オー シャ 
ン 航 空 )、ADO (エア ドゥ )、SNA( ソ ラ シ ド エア ) 、RAC (琉球 エア ー コ ミュ ー タ ー)、JAC( 日 本 エア ー コ ミュ ー タ ー)、SFJ( ス ター フラ イヤ ー)、 
0RC( オ リエ ンタ ル エ アブ リッ ジ )、JJP( ジ ェ ッ トス タ ー ジ ャ パン )、SJ0( ス プリ ング ジャ パン 、 春 秋 航空 日 本 )、VNL( バ ニラ ・ エ ア ) の いずれ か 

バス に つい て パ 2 車 内 は 茜 と な り ます 。 乗 車 中 は 必ず シー ト ベ ルト を 着用 し て くだ さい 。 バ ス は 中 型 パ バス ・ マ イク ロバ ス ・ タ クシ ー 等 と な る 
場合 が あり ます 。 利 用 バス 会 社 に つい て は 各 コ ー ス ペー ジ を ご 傘 認 くだ さい 。 利 用 バス 会 社 を 特定 し て いな い コ ー ス に つき まし て は 、「 貸 切 バス 会 社 
ーッ スト (お 電話 で お 申し 込み の 方 へ は ご 送付 / ホ ー ム ペー ジ か ら お 申し 込み の 方 は 各 コ ー ス ペー ジ か ら ご 覧 くだ さい ) 内 で の 手配 と な り ま す 。 


日 程 表 内 の マー ク の 見 方 ! 
@ 交 通 機関 マー ク か 航空 機 =JR バス ロープウェイ : ケ ー ブ ル カー + 鉄道 ーー ン ピ ・ 船 … 徒歩 また は 各自 移動 
人 @ 欠 光 マー ク 久 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 ペン キー ュー 
日程 表 内 の 時 間 表 示 の 目安 は 下記 の 通り で す 。 下記 の 時 間 表 示 は 、 航 空 機 ・ バ ス 等 の 移動 の 発着 時 刻 を 
基 に し た 目安 で す 。 実 際 の 発着 時 刻 、 信人 時 刻 と は 異な る 場合 が あり ます の で 予め 了承 くだ さい 。 


目 時 本 間 朝 特 | 夜 。 深夜 


前 タ 刻 
04:00 06:00 08:00 18:00 23:00 04:00 








12:00 16:00 


どら 0 らら ど 年 1 月 ら 7 日 発行 発行 所 (株 )JTB メ ディ アリ テー リン グ 
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東京 都 文 京 区 小日向 4-6-15 名 荷 谷 駅 MF ビ ル 3F 〒112-0006 


[パス 席 お ひと り 様 2 席 ご 用 


人 @ 刀 田 空港 な どの 一 





を 環 矯 ステ ディ アリ テー リン グ 1867 人 


用 意 ] と 明示 いた し ます ) 


マス ク 着用 や 発熱 時 の 離 団 な ど ツ アー の 安全 な 実施 に ご 協力 い 
請 た だ け な い 場合 、 お 客 様 と の 契約 を 解除 させ て いた だ く 場合 が ご 
ざい ます 。 ま た 、 ご 出発 前 及び ご 帰着 後 2 週間 以内 に 新型 コロ ナ 
ウイ ルス に 感染 し た 場合 や 体調 不良 が 認め られ る 場合 は 、 当 社 ま 
紀 で ご 連絡 を お 願い いた し ます 。 す べ て の お 客 様 が 安心 、 安 全 に ご 
旅行 を お 楽し みい た だ ける よう ご 協力 を お 願い いた し ます 。 








国内 線 空港 施設 使用 科 に つい て 


部 の 空港 で は 国内 線 空港 施設 使用 料 が 別途 必要 と な り ま す (国内 線 空 港 放 設 使用 料 が ご 旅行 代 
金 に 含ま れ て いる と 特に 明示 し て ある 場合 を 除く )。 ご 出発 前 に ご 旅行 代金 と と も に ご 請求 させ て いた だ きま す 。 ま 
た 、 対 象 空港 ・ 金 額 は 該当 名 コー スペ ー ジ に 明記 し て お り ま す 。 な お 、 対 象 空港 ・ 金 額 は 変更 と な る 場合 が あり ます 。 





お 申し 込み の 際 に は 、 必 ず 旅 行 条 件 書 ( 全 文 ) を お 読み 

いた だ き 、 事 前 に 内 容 を ご 確認 の 上 お 申し 込み くだ さい 。 

文 旅行 の お 申し 込み 及び 契約 成立 時 期 : (| ) 下 記 の 申込 金 を 添え て お 申し 込み くだ さい 。 申 込 金 は 、 旅 行 代金 お 支払 い の 際 
差し 引か せ て いた だ きま す 。(2) 電話 、 郵 便 、 フ ァ ク シミ リ そ の 他 の 通信 手段 で お 申し 込み の 場合 、 当 社 が 予約 の 承諾 の 旨 を 
通知 し た 日 の 翌日 か ら 起算 し て 3 日 以内 (土曜 ・ 日 曜 * 祝 日 ・12/30 て 1/3 を 除く ) に お 申し 込み 内 容 を 確認 の うえ 申込 金 の 
支払 い を し て いた だ きま す 。(3) 旅行 契約 は 、 当 社 が 契約 の 締結 を 承諾 し 、 申 込 金 を 受領 し た と き に 成立 する も の と し ます 。 


申込 金 ( お ひと り ): 区 分 (国内 旅行) 申込 金 (お ひと り ) 
旅行 代金 が 3 万 円 未満 6.000 円 以上 旅行 代金 まで 
旅行 代金 が 6 万 円 未満 12.000 円 以上 旅行 代金 まで 
旅行 代金 が 10 万 円 未満 20.000 円 以上 旅行 代金 まで 
旅行 代金 が 15 万 円 未満 30.000 円 以上 旅行 代金 まで 
旅行 代金 が 15 万 円 以上 旅行 代金 の 20% 以 上 旅行 代金 まで 

文 旅行 代金 の お 支払 い : 旅 行 代金 は 旅行 開始 日 の 前 日 か ら 起算 し て さか の ぼっ て 1 3 日 目 に あたる 日 より 前 (お 
申し 込み が 間際 の 場合 は 当社 が 指定 する 期日 まで に ) に お 支払 いい た だ きま す 。 ま た 、 お 客 様 が 当社 提携 カー 
ド 会 社 の カー ド 会 員 で ある 場合 、 お 客 様 の 署名 な くし て 旅行 代金 、 取 消 料 、 追 加 諸費 用 な ど を お 支払 いい た だ 
く こ と が あり ます 。 こ の 場合 の カー ド 利 用 日 は 、 お 客 様 か ら お 申し 出 が な い 限り 、 お 客 様 の 承諾 日 と し ます 。 

文 取消 料 : 旅 行 契 約 成立 後 、 お 客 様 の 都合 で 旅行 を お 取り 消し に な る 場合 に は 次 の 取消 料 を 、 ま た ご 参加 の お 客 様 か 
ら は ] 室 さ と の 利用 人 数 の 変更 に 対す る 差額 代金 を それぞれ いた だ きま す 。 取 消 料 の 対象 と な る 旅行 代金 に は 、 お 1 
人 様 部 屋 追加 代金 、 ま た は お 部 屋 の グレ ー ド アッ ププ ラン や 延 泊 プラ ン な ど 、 パ ン フレ ッ ト に 「XXX 追 加代 金 」 と 表示 
する も の も 含ま れ ます 。 契 約 解除 の お 申し 出 は 、 お 申し 込み 店 の 営業 時 間 内 に お 受け し ます 。 貸 切 船舶 を 利用 する 旅 
行 に つい て は 、 下 記 の 表 に よら ず 、 コ ー ス ペー ジ ま た は パン フレ ッ ト ま た は 旅行 条件 書 ( お 電話 で お 申し 込み の 方 へ 
は ご 送付 / ホ ー ム ペー ジ か ら お 申し 込み の 方 は 各 コ ー ス ペー ジ か ら ご 覧 くだ さい ) に 記載 する 取消 料 に より ます 。 

契約 解除 の 日 (国内 旅行 ) 取消 料 ( お ひと り ) 
旅行 開始 日 の | 1) 21 日 目 に あたる 日 以前 の 解除 (日 帰り 旅行 に あっ て は 11 日 目 ) | 無 料 | 

前 日 か ら 起算 し | 2) 20 日 目 に あたる 日 か ら 8 日 前 まで の 解除 (日 帰り 旅行 に あっ て は 10 日 目 ) 

| 旅行 代金 の 30% | 

| 旅行 代金 の 40% | 


| 旅行 代金 の 50% | 
旅行 代金 の 100% 


REESgaE さ 5) 








て きか の ぼっ て | 3)7 日 目 に あたる 日 か ら 2 日 前 まで の 解除 
4) 旅行 開始 日 の 前 日 の 解除 
5) 当日 の 解除 (6 を 除く ) 
6) 旅行 開始 後 の 解除 又は 無 連絡 不参加 


※ 旅 行 開始 と は 、 受 付 の ある ツア ー で は 旅行 開始 日 当日 の 受付 完了 時 の こと を 言い ます 。 た だ し 、 列 車 利用 
の フリ ー プ ラン で は 、 改 札 の 入場 時 又は 改札 の な いと き は 当該 列車 乗車 時 の こと を 言い ます 。 


文 旅行 代金 に 含ま れる も の : 旅 行 日 程 に 明示 し た 運送 機関 の 運賃 ・ 料 金 (注釈 の な いか ぎり 航空 機 ・ 鉄 道 は 普通 席 を 
利用 し ます )、 宿 泊 費 、 食 事 代 、 及 び 消 費 税 等 諸税 (※ 添 乗員 が 同行 し な い コ ー ス の 2020 年 4 月 1 日 宿泊 以降 の 宿泊 
税 は 含ま れ ま せん )。 こ れ ら の 費用 は 、 お 客 様 の 都合 に より 一 部 利用 され な く て も 原則 と し て 払い 戻し いた し ませ ん 。 

文 旅行 代金 に 含ま れ な いも の : 前 項 の ほか は 旅行 代金 に 含ま れ ま せん 。 そ の 一 本 
同行 し な い コ ー ス の 2020 年 4 月 1 日 宿泊 以降 の 宿泊 税 、 超 過 手 荷物 料金 (特定 の 重量 ・ 容 量 ・ 個 数 を 超 
EK 空港 施設 使用 料 等 。※ ク リー ニン グ 代 、 電 報 電話 料 、 その 他 の 追加 飲食 等 個人 的 性 質 の 諸 
費用 れ に 伴う 税 ・ サ ービス 料 、 自 宅 か ら 発着 地 ま で の 交通 費 ・ 宿 泊 費 。 

お 中 込み 件: (1) お 客 様 の ご 都合 に よる 別 行動 は 原則 と し て で きま せん 。 た だ し 、 コ ー ス に より 別途 条件 で お 受け する 場合 が あ 
り ます 。 (2) お 客 様 が 他 の お 客 様 に 迷惑 を 及ぼ し 、 又 は 団体 行動 の 円 滑 な 実施 を 妨げ る お それ が ある と 当社 が 判断 する 場合 は 、 

ご 参加 を お 断り する 場合 が あり ます 。(3 PP 4 
文 旅行 条件 ・ 旅 行 代金 の 基準 : お 電話 で お 申し 込み の 方 へ は ご 予約 後に お 送り する 各 コ ー ス の パン フレ ッ ト 
に 掲載 し て お り ま す 。 ホ ー ーー か ら お 申し 込み の 方 は 各 コ ー 欠 ペ ー ジ か ら さ 確認 くだ さい 


総合 旅行 業務 取扱 管理 者 近藤 丈 太郎 今岡 将 紀 


旅行 業 公正 取引 


協議 会 会 総合 旅行 業務 取扱 管理 者 と は 、 お 客 様 の 旅行 を 取扱 う 営業 所 で の 取引 の 
ポッ ド 避 証 会 員 責任 者 で す 。 こ の 旅行 の 契約 に 関し 、 担 当 者 か ら の 説明 に ご 不明 な 点 が あ 
り ま し た ら 、 ご 遠慮 な く 上 記 の 総合 旅行 業務 取扱 管理 者 に ご 質問 くだ さい 。 
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拉 鳥 IL の 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 に つい で て 飛鳥 ル シ ッ プ デ ー タ ら 
画 航 :2006 年 画 総 トン 数 :50.444 ト ン 画 全 長 :241m 
田 全 幅 :29.6m 船 客 定員 :436 室 、872 名 画 船 籍 : 日 本 ンー 
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ご 乗船 前 の 事前 PCR 検 査 と ご 乗船 当日 の PCH 検 査 を 受検 いた だ きま す 。 ワク チン 未 接種 の 
| 方 は 、2 回 の PCR 検 査 と は 別に 、 お客 様 の ご 負担 で 出発 3 日 前 に PCR 検 査 を 受検 くだ さい 
詳し く は 、 ご 予約 後に お 送り する 書面 を ご 確認 くだ さい 。 
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こ 集 合 は 午前 と な る 場合 が ご ざい ます 。 般 57 アル 2 1 ョ | ( 木 ) | AA ヤ YA 
横浜 (17.00) 発 - 隊 鳥 T で クル ー ジ ジ ダ 的 中 CB) | | | 生 Ne Ag だ NANAIUi 
ーー へ ペペ 苦 但 U で クル ー ジ 誠一 船 中 ( 泊 ) プ EK ん E 旅行 代金 (K ス テー ト ・ お と な お ひと り (2 名 様 1 室 の 場合 )) 
朝 : 神 戸 港 (9:00) 着 一 の 〇 ホテ ル 日 航 姫 路 (地元 食材 に こ だ 
わっ た 地産 ビュ ッ フ ェ の ご 昼食 ) 王 鞭 念 還 姫 路 城 ( 桜 100 宮 ) 
( 白 交 が 羽 を 広げ た よう な 優美 な 城 ) 王 書 俺 菩 東寺 ( 京 
都 の シン ボル と も いえ る 五重塔 ) 三 京都 市 内 ( 泊 ) 
朝 : 京 都市 内 王 環 〇 嵐山 筐 100 之 (京都 を 代表 する 桜の 
名 所 ) 王 書 信 菩 醒 闘 寺 ( 代 100)((「 醍醐 の 花見 ] で 有名 な 
4| 桜の 名 所 ) 王 書 信 蘭 清 水 寺 (大 改修 が 完了 し た 清水 の 舞 
台 が ご 覧 いた だ け ます ) 王 京都 (新幹線 の ぞ み 号 史 ググ 

















2022 年 医 皿 ]24 日 出発 ノ 旅 行 代 金 ( お と な お ひと り ) 
| コー ス 番 号 | 飛島 客室 ( 了 数 ) | 3 名 様 1 室 | 2 名 様 1 室 | 1 名 様 1 室 
99.000g 


地 
産 
船 | ビ 
内 | ラ 
0 
EE 





語 紫 江 G 可 









IMos471 Ip7ka=-@| ーー |2490008 
269.000m|329.000m|479.000 


※ 小 学生 以下 の お 子 様 の ご 参加 は ご 遠慮 くだ さい 。 

※K ス テー ト は 救命 ボー ト な ど で 眺 望 が さま た げ ら れ ま す 。 

e 人 6 も ※/M0347-2(C ス イー ト プ ラ ン ) を 3 名 様 1 室 で ご 利用 の 場合 、 飛 鳥 I で は 
リー ン 車 /〒 新 横浜 豆 品 川 呈 東京 (19:30 一 21:00) 着 ー 部 ソフ ァ ベ ッ ド の 利用 と な り ま す 。 に 





ご 中 邊 
届 杖 困 8 汗 
| 








@ 最 少 催 行人 員 ン 10 名 様 (1 名 様 より 受付 ) @ 添 乗員 ン 3 日 目 神戸 港 か ら 同行 し ます @ バ パス ガイ ドン ノ 3 日 目 神戸 港 か ら 同行 し ます 介 食 事 / 朝 食 3 回 ・ 昼 食 3 
回 ・ 夕 食 3 回 利用 運送 機関 往路 : 飛 鳥 I、 復 路 : 新 幹線 グリ ー ン 車 指定 席 ( の ぞ み 号 ) 人 利用 パス 会 社 帝 産 観光 パス また は 同等 フラ ス 人 宿泊 ノ 1・2 泊 目 : 
飛鳥 T、3 泊 目 :( 京 都市 内 ) 都 ホテ ル 京都 八条 (洋室 / シ ング ル ・ ツ イン 【 一 部 エキ スト ラベ ッ ド 利用 】) 人 @ 相 部 屋 の 設定 は あり ませ ん ※ 復 路 は 品川 駅 新横浜 駅 
で の 途中 下車 が 可能 で す 。 お 電話 に て お 申し 出 く だ さい 。 ※ 当 コー ス は 、 出 発 日 前 日 より 起算 し て 21 営 業 日 前 を 過ぎ る と 、 氏 名 ・ 性 別 ・ 年 齢 の 変更 は で きま せん 。 
※ 飛 鳥 I の 規定 に より 添乗 員 が 乗船 で き な い た め 、 当 コー ス で は 3 日 目 の 飛 鳥 I 下 船 後 よ り 添乗 員 が 同行 いた し ます 








@ 天 候 、 そ の 他 の 事情 に より 航路 が 変更 に な る 場合 が あり ます 。 食 飛 鳥 I の 客室 (バル コニー 含む ) は 全面 禁煙 となり ます 。 予 め ご 了承 くだ さい 。 」 














^ 
エ ーー ン 串 放 来 呈 「【 全 記 T【 生 生日 口 ! 生 山 【 同 内 或 人 名: 寺 父 博す 守 3 キ す の 机 お 主 = ー Er っ 
※2 ペ ー ジ の ご 案内 と ご 注意 を 必ず ご 覧 くだ さい 。 玩 7 ほ 名 EZ 氏 電話 番号 住所 | 生年 日 年内 EE 本 EEEKSRDI N 
※ 革 は 桜の 見 所 を 示し て いま す 。※ 各 地 の 桜 の 見 頃 は 天候 等 に より 前 後 し ます 。※ ( 桜 100 選 ) は 「 財 団 法 人 日 本 さく ら の 会 ] 選 定 に よる も の で す 。※ 行 程 が 逆 回 り に な る 場合 や 観光 順 co 
序 が 入れ 替わる 場合 が あり ます 。※ 交 通 機関 の ダイ ヤ 改 正 ・ 遅 延 、 道 路 状 況 、 気 象 条 件 等 に より 行程 お よび 記載 の 時 刻 が 変更 と な る 場合 が あり ます 。 日 間 ブ ” 





で 
人 





お 申し 込み ・ | 同 | ナビ 比較 的 すい て いる 較 大 温 み 合っ て いる 9 肝 半 10 時 11 時 12 時 13 時 14 時 15 時 16 時 17 計 17 時 キ ma の 写真 は = / 
お 問い 合わ せ は | 内 | タ ィ ャ ル 0570-006-111 3 全 馬 に とう を 円 ya っ cus 円 leoyucus 還 四 ーー に 層 す べ て イ メー ジ で す 。 [ 著 号 3 

















| コー ス 番 号 ぁ 2 1 マ 4 回 


M5113-0 | 5 














まで 2 
回 





イィ 2 1 82 
こう E v 人 さも 。 必 /c て デ 。 ド “ 
N 7 5 > か 合 if 」 か 2 の: る か で 
1 イ 。 の _ 。 ど と ・ 本 、 > 
か 。 4。 『/ る と ピ = 間 村 すこ て 『 れ 』・ っ "| 寺 】 
の る ン PS ・ CO で 3 
1 - > る に 、 コ ネプ が - ik 革 抽 まま で も 
= っ ロ 
っ コー ー on し り 店 = 













5 3 ) 拓 | h ! 
写真 提供 : 農 峨 野 観光 澤 N、。 < “ 


Oo、 DO mn 鉄道 株 式 会 社 くき 、 








< 反 ・ 提 ・ 藤 ・ 東 ・ 長 ・ 長 ・ 思 ・ 還 ・ 
リッ ンジ ジン ジジ ゼン ジン ゼ パ 












































ww--) 圧 可 委 隊 S さ る き 哀 筆 パ ン 


絵 . な 時 1 人 を sC。 大 。 大 生 記 本 さま な 前 威 3 ま 誌 寺 を 。 絵 約 多 表 ミ 証 國 

た IO 立地 炎 4j に 困 生 3 NE の 2 の 人 

鑑 年 間 に 攻 一 ひび ん メー NN 0 ぶさ 作 2 く 4 谷 計 大 桜 放 。 桜 華 還 和 

賞 転 衝 ま S に が 2 大 是 寺 1 し 還 に NN >。 SEPSt63 川 に 胆 の 盛 の な 加 ババ 共 

実央 証 ゲー に いい 等 に に 花 細 天 色 だ 調 條 

だ 2 と 邊 に きま さぶ イ 45 本 束 | 王 隊 主旨 尊 明 2 2 伯 化 表 ひ の 上 木 彩 但 で て 

上 さる て 引 央 詩 に シク 衣 | 較 限 呈 識 箕 ) 情 の 人 ひ 現 5 け 。 を を に し デー 
昭 ぃ いこ は 請 玲 る nx 人 比 還 の の 入 う | 面 5 の 熱 子 じ の る 反 背 使 

妥 : の 斬 寺 な 満 壇 な 杉 台 詳 (は が: 較 の sa 王手 景 つ " 税 
複 新 二 印 開 ぶり を - no う 眼 久 中 い 枚 法 往 、 に た 















| 


ーー ロロ S 由 で MT 骨 逆 汗 


共 東京 (ゆっ くり 出発 10.30 こ 11:30) 発 =( 新 幹 
線 の ぞ み 号 グ リー ン 車 ) = 品川 王 新 横浜 記 
京都 王 著 念 妙 夢 寺 (重要 文化 財 鐘 杉 図 」 鑑 賞 ) 
王 詩人 @ 間 仁和 寺 筐 100 遂 (遅咲き で 知ら れる 

| 」 [御室 桜 ]) 王 〇 京都 市 内 ( 京 料理 と フレ ンチ の 
折 表 コー ス 料 理 の ご 夕食 ) 王 夜 : 京 都市 内 ( 泊 ) 
朝 : 京 都市 内 一 鞭 信 本 醍醐 寺 (s100)( [醍醐 
の 花見 ] で 有名 な 桜の 名 所 ) 輩 介 勧修寺 
(お 花見 の 穴場 と し て 地元 の 人 々 に 親しま れ 

る 観音 堂 ) 一 O 京 都市 内 (精進 料理 の ご 昼食 ) 

【 須 2| 三 切 智積 院 (国宝 | 桜 図 特別 鑑 賞 ) デ 
〇 東山 地区 自由 散策 ( 南 禅 寺 や 蹴 上 イン クラ 
イン な ど 桜 の 名 所 を 各自 お 楽し み ) 三 〇 京都 
市 内 ( 京 懐石 料理 の ご 夕食 ) 三 奄 胃 東 寺 
(ライ ト ア ッ プ に ご 案内 ) 三 夜 : 京 都市 内 ( 泊 ) 











旅行 代金 (お と な お ひと り 目 の 委 條 
(2ー3 名 様 1 室 の 場 人 ) 自 。 候 和 還 oW Wi 
ィ 4 主 し M プア 〆 






0 in 


出発 日 (2022 年 うー 
旅行 代金 (お と な お ひと り ) 
27・29・31 日 


ーー 130,000m| 160,000m 


朝 : 京 都市 内 王 著 O 京 都 信 所 (京都 御苑 内 の 約 田 こ ども は お と な と 同額 ・ 
1.000 本 以上 の 桜 を お 楽し みく だ さい ) ニ トロ ッ コ 介 ンプ 人 ER4 と GE 
肉 野 ト ロッ コ 列 軸 ノ 同 行 し ます 念 食事 / 朝 食 2 回 ・ 昼 食 1 回 夕食 2 回 人 利用 運送 機関 / 新 幹線 グ 
韻 駅 中 ( 厚 頒 時 トロ ッ コ 列 還 り トロ ッ コ 計 リー ン 車 指定 席 ( の ぞ み 号 ) 利用 パス 会 社 / 奈 良 交通 また は 同等 フラ ス 宿泊 > 
2 





王 著 O 鳳 山桜 100 選 )(( 京 都 を 代表 する 桜の 名 所 ) 三 ン ( 上 束 都 市 内 ) 京都 東急 ホテ ル (洋室 / シ ング ル ・ ツ イン 【 一 部 エキ スト ラベ ッ ド 利用 】) 


京都 = ( 新 培 線 の ぞ み 号 史 グ リー ツン 車 )= 新 横浜 _ @ 相 部 屋 の 設定 は あり ませ ん ※2 日 間 と も 宿泊 施設 外 で の 夕食 の た め 、 ホ テル 到着 ] の 
5 導 デ my ーー 一 ma は 1920 時 頃 と な り ます 。 ※ 往 復 と も 品川 駅 * 新 横浜 駅 で の 途中 乗 下車 が 可能 で - 寺 = 人 ) 衣 的 

川東 京 ( 早 め の お 帰り 16:00ー19: う 0) 着 | | | 計 す 。 お 電話 に て お 申出 くだ さい 。 文 は 写真 提 備 敵 寺 は 写 真 提供 和 策 院 や 6e 
※2 ペ ー ジ の ご 案内 と ご 注意 を 必ず ご 覧 くだ さい ※ 宏 は 欄 の 見 所 を 示 ほ で いま すき 3※ 名 地 の 桜 の 見 頃 は 天 侯 等 に より 前 後 し ます 。※ エー 放 


の 会 選定 に よる も の で す 。※ 出 発 日 に より 行程 が 逆 回 り に な る 場合 や 観光 順序 が 災 れ 替わる 場合 が あり ます ※ 途 中 駅 乗車 で の ご 参加 の お 客 様 は 入場 券 代 を 各 和え ぃ HIBI ん 
ご 負担 いた だ きま す 。※ 交 通 機関 の ダイ 改正 : 遅 延 き 道路 状況 気象 条件 等 に より 行程 お よび 記載 の 時 刻 が 変更 と な る 場合 が あり ます 。 メ yy 薄 <:  1.91HJ レッ 
7 








叫 O) 
K 輝 
。 人 

写 





※ 掲 載 の 写真 は cp ミア と EE ん は = ビ ョ Zn = コミ ESE EE5SE = ルキ デビ Sh の SE Zn EE で Lc SI2 7 ら =O た = いん 5 呈 = こる 4 
に に っ で mi ng 他 2 こと 匠 1 ョ ョ ーー ーー 生け 6 うー 6 EE Te 字 で 川下 還 /』 1 氏 ダグ 記紀 日 言 日 6 そそ gp オ S 0 富有 ゃ 1 月 きつ の 1 の 
3 すべ て イメ ニ ジ で す 』e 純 予約 時 ヾ 代表 者 の 電話 番号 * 郵 便 番 号 * 住 所 ・ 参 加 者 全員 の 氏名 * 出 発 日 当日 の 年 上 師 を お 伺い いた じ ま す ンー 








コー ス 番 号 y 


| M5533- 0 | 








スー 
Seo 内 2 


性 喘 き で 知ら れる | 御室 桜 」 
5 5 詳 バー タ 人 プー。 。 SSE2 
玉 の 見 頃 4 月 上 名 一句 526 半 
ラー テー マー TE な トー 
3 に 


委 5 不 の 線路 内 を 沙 
= nm - ご 谷 人 汗 【 ゝ た た : き ヨ ま 本 
大 mn の 5 『 と し て あま とり に こら 用 の Cm < と 0 ト o 
ー 桜の 見 頃 13 一 4 有 上 


ae 1 (見 紀 3 有人 4 月 上 人 


の / 


ンク 


な ンチ ュ リー ホテ ル 


人 ーー 
お 。 億 」 目 
歩 R 由 
J 京 行 
還 動 
は (て 
禄 鳥 便 
子 1 | 
中 な 
昌 1 日 目 の 夕食 は 
、 ズ 250 シン 2) 
2 二 ) 史 | ラジ ョ ツ | cc て 上 議 W 
2 お 楽し みく だ さい 。 2 半 








自由 行動 時 に ご 利用 いた だ ける 、 
人 気 の 和 観光 スポ ッ ト を 効率 よく 
運行 する 2 階 建 オ ー プ ン バ ス 。 
| 何 度 で も 自由 に 乗り 降り で きる 


| | 本 也 スカ イ ホッ フ バ ス 未 都 1 東生 券 | 








氷室 池 に 映倫 が 美しい ) 三 @ 昭 醒 本 
50O (| の 花見 で 有る な 桜の 名 


ー し 衣 者 観光 の 強い 味方 で す 。 っ 
を 本 等 院 ( 鏡 の よう に 池 に 映る 国宝 ・ 鳳 

















東京 (ゆっ くり 出発 10:00ー11:30) 発 豆 く 新 埋 
線 の ぞ み 号 W グ リー ン 車 〉〒 品 川 王 新横浜 呈 
京都 一 人 的 修 寺 (観音 堂 を た 団 むように 咲く 


| 人 E- 5 本 
堂 桜の 美 し さ は 必見) 二 夕 計 都 市 内 ( 泊 0 に EK 7 に 11 人 1 7) 
※ 夕 食 は ホテ ル の レス トラ ン 「 ラ ジョ ウ 」 に て OO 用 有用 
ビュ ッ フ ェ (120 分 ) を お 楽し みく だ さい 。 ソ パ クリ UUU. ん AYA 人 AYAE 


旅行 代金 (お と な お ひと り (23 名 和室 の 場合 ) 








ュー 


レ を と の や と /A シ 6: E 皇 E:3BE3 


午前 : 京 都市 内 一 女 借 菩 仁和 寺 筐 
で 知ら れる 「 御 室 桜 」) 王 〇 嵐山 筐 100 選 
を 代表 する 桜の 名 所 ) 一 〇 蹴 エ イン クラ ィ 
ン ( 科 木 の 線 店 内 を 歩い て 観賞)… @ 
(石川 五 右 衛門 の ! 紀 時 か な 、 絶 景 か な 」 







終日 : 自 由 行 重 _ 京 都市 内 に 


出発 日 (2022 年 ) が 


Sageoey 





で られ る) 一 DR 園 (f の 人 | で oy か 3 @ 志 生 員 同行 し ます (2 日 目 の 自 由 行 動 
\ ソ / \ ソ に = 最 必 行 上 員 に % い 1 員 司 行 行 
DE が 時 を 除く ) 介 パ スガ イド / 同 行 し ます (2 日 目 の 括 由 行 動 時 を 除く ) 人 食事 / 朝 食 2 回 
寺 ラ ( 巧 重 塔 と 不 二 桜 が 美しい ) 1 リー 利用 パス 儲 / 
本 | エ 明星 観光 また は 同等 フラ ス . 宿泊 (京都 市 内 ) 京都 セン チュ リー ホテ ル (洋室 / ダ 
ー 京 剖 (株 の ぞ み 号 災 ブリー ン 還 ) ブル ・ ツ イン 【 一 部 エキ スト ラベ ッ ド 利用 】) 念 相 部 屋 の 設定 は あり ませ ん ※ 往 復 と 

| 新横浜 品川 東京 (20:00 一 22:30) 間 も 品川 駅 新横浜 駅 で の 途中 乗 下車 が 可能 で す 。 お 電話 に て お 申し 出 く だ さい 


人 ※ 著 は 桜の 見 所 を 示し て いま す 。※ 各 地 の 桜 の 見 頃 は 天候 等 に より 前 後 し ます 。 ※( 桜 100 選 ) は | 財団 法人 日 本 さく 
会 ] 選 定 に よる も の で す 。※ 出 発 日 に より 行程 が 服 回 り に な る 場合 や 観光 順序 が 入れ 替わる 場合 が あり ます 。 ※ 途 中 駅 乗車 で の ご 参加 の お 客 様 は 入場 券 代 を 各 
自 ご 中 担い た だ さき ます 。※ 交 通 機関 の ダイ ヤ 改 正 ・ 遅 延 、 道 路 状況 、 気 象 条 件 等 に より 行程 お よび 記載 の 時 刻 が 変更 と な る 場合 が あり ます 。 


お 申 じ 込み 












比較 的 すい で いる 較 大 変 混み 合っ て いる 9 時 半 10 時 11 時 12 時 13 時 14 時 15 時 16 時 17 時 17 時 半 昌吉 の 写真 は 
お 問い 合 228250570。 -06-= 113 時 間 に ど う ぞ | 謗 5 いる IERBO3O て い S 園 [ ー ビ ロ ぱ ピコ ーーーーー すべ て イメ ー ジ で す 。 
N “ 」 














nl 


| 


ト ゆ Gi 


| 
1 


4 


NII 
/ 


| 


TIE 
0) 


8 


3 





= 少 











ws-) 陣 机 筆 叶 S さ oc き 衝 パン 


江 い 


綴 















| コー ス 番 号 ぁ コー ス 番 号 y 内 ミ レル クム 検査 
M 人 4589- 0 | M4589- に w く で 行 パッ ケー ジッ アー 
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IM4589-0| 東 京 (7:20~9:30) 発 豆 上 野 m 大 宮上 
田 駅 (し な の 鉄道 「[ る くもん] 特別 区 間 に 乗 車 / 
昼食 は ろく も ん 車内 に て 和食 を ご 用 意 ) 中 松本 駅 一 
IM4589-1| 新 宿 (ゆっ くり 出発 10:00~11:00) 
な 発 豆 (特急 史 グ リー ン 車 八王子 = 茅野 一 
て <| | 琴 @ 松 本 城 (信州 を 代表 する お 折 と 
両校 の コン トラ スト ) 三 甘食 高島 公園 (お 堀 
ワウ の 水 画 に 映え る 税 ) 二 タ 上 了 訪 温泉 ( 泊 ) 
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通 | 成 儀 御 開帳 へ ご 案内 ノ 三 堂 ・ 史 料 館 参拝 @ 食 事 / (M4587.07 博 廊 1 回 * 昼 食 1 回 夕食 1 回 、(M4589-1) 朝食 1 回 夕食 2 回 念 利用 運 
> ) 2 f ・ 当 昌 上 * 和 付 喝 1 ー コ っ 昌 ヽ ロ 
券 、 法 要 料 は 別途 必要 と な り ま す 。 ( 注 ) ) 三 送 機関 /M4589-0) 往 路 : 新 幹線 普通 車 指定 席 、 復 路 : 特 急 グ リー ン 車 指定 席 、(M4589-1) 


' 全便 @ 利 用 バス 会 社 ノ アルピコ 交通 
| 一 茅野 計 リー また は 同等 フラ ス 信 宿 泊 /( 上 諏訪 温泉 ) 浜 の 湯 (和室 ) 人 相 部 屋 の 設定 は あり ませ ん 
IM4589-0|- 野 ( 特 凍 因 グ リ 4 ※ ( 引 ) 今 回 の 善光寺 御 開帳 は 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 拡大 を 受け 、1 年 延期 され た も の で す 。 
八王子 立 川本 新宿 (18:30 一 20:30) 其 ※M4589-0 の 往路 は 上 野 駅 ・ 大 宮 駅 、 復 路 は 八王子 駅 ・ 立 川 駅 、M4589-1 の 往路 は 人 王子 


駅 、 復 路 は 大 宮 駅 ・ 上 野 駅 で の 途中 乗 下 車 が 可能 で す 。 お 電話 に て お 申し 出 く だ さい 。 
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きま すま ※ 交 通 機関 の ダイ ヤ 改 正 ・ 遅 延 、 道 路 状況 、 RaAeEMKKE は ES 


時 刻 が 変更 と な る 場合 が あり ます 。 
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朝 : 下呂 温泉 王 雪 〇 根尾 谷 の 淡 墨 桜 ( 欄 100 選 
。 馬 | (日 本 三 大 桜 に し て 樹齢 1500 作 年 を 誠 る 孤 
※。 人 凡 | 高 の 桜 ) 三 〇 関ケ原 町 内 (昼食 は 近江 牛 ス 
ーー テー キ & ハ ンバーグ 鉄板 焼 コ ー ス を ど 用 
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最少 催行 人 員 ン 10 名 様 (1 名 様 より 受付 ) 活 乗 員 / 同 行 し ます @ パ ス 
ガイ ド 有人 し ます な / 提 人 太 人 BL 人 1 回 @ 和 用 記 生 ョ 
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が 咲き 誇る ) 一 時 ( 特 競 多 プリ ー ン 車 ) @ 奏 泊 /〈 下 必 温 泉水 明 (和室 ・ 和 洋室 ) 相 部 屋 の 設定 は あり ませ ん ※ 往 和 

享 八王子 立 川 王 新宿 (22:00ー22:45) 着 と も 立川 駅 ・ 八 王子 駅 で の 途中 乗 下 車 が 可能 で す 。 お 電話 に て お 申し 出 く だ さい 。 
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を 台 目 ご 條 担い た だ さ の 2 人 8 代 因 り ダ イル LE 遅延 、 道 路 状況 、 気 象 条 件 等 に より 行程 お よび 記載 の 時 刻 が 変更 と な る 場合 が あり ます 。 
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旅行 代金 し 呈 の 人 介 ) 7 ゃ 7) 
前 つり こり / 所 胃 座 N 目 目 | 1 
新宿 (11:00~12:30 ーー リー ン 車 )= (2 一 4 名 様 1 室 の 場合 )) 4 。/《 ) | AA 中 


八王子 甲府 王 〇 久遠 寺 ( 久 遠 寺 境 内 に ある = E ーー = 
樹齢 400 年 と 伝わる し だ れ 桜 ) 三 タ : 西 山 温泉 ( 泊 ) 出発 日 (2022 年 ) / 旅 行 代金 (お と な お ひと り ) 


朝 西 山 温泉 三 環 〇 山高 神代 桜 ( 日 本 三 大 桜の Pl5・8・12・13・15 日 | 79,800 ロ 4 26 バ 















ひと つ 。 推定 樹 師 1 800 年 と も いわ れる エ ド ヒ ガ 較 こ ども は お と な と 同額 


ン ザ クラ ) テ O 北 ンー ン ビ ピー @ 最 少 催行 人 員 /10 名 様 (2 名 様 より 受付 ) 信 添 乗員 ノ 同 行 し ます @ バ パス ガイ 
フシ チュ ー ニー | | ド ノ 同 行 し ます 劉 食 事 ノ 朝食 1 回 ・ 昼 食 1 回 ・ 夕 食 1 回 人 @ 利 用 運送 機関 ノ 往 路 : 
を こ 用 すき (年 に - 度 開 特急 グリ ー ン 車 指定 席 、 復 路 : 新 幹線 普通 車 指定 席 ( は く た か 号 ま た は あさ ま 号 ) 










扉 する 盛 位 御 開帳 へ 案内 ノ 三 堂 * 史 料 館 参 @ 利 用 バス 会 社 プ アル ピコ 交通 また は 同等 フラ ス @ 宿 泊 ン (西山 温泉 慶寺 館 生 e 記 計 リル 
拝 券 ・ 法 要 料 は 別途 必要 と な り ま す 。 ( 注 ) ) 三 (和室 ) @ 相 部 屋 の 設定 は あり ませ ん ※( 注 ) 今 回 の 御 開帳 は 新型 コロ ナウ イ に FE KN つつ 
Le RiR お 9 ルス 感染 拡大 を 受け 、1 年 延期 され た も の で す 。 ※ 往 路 は 八王子 駅 、 復 路 は 上 ーー 3 記 
長野 大 絡 了 上 野 m 了 東京 (2030~2:12) 記 野 駅 ・ 大 宮 駅 で の 途中 乗 下 車 が 可能 で す 。 お 電話 に て お 申し 出 く だ さい 。 ンス だ ミ 
※2 ペ ー ジ の ご 案内 と ご 注意 を 必ず ご 覧 くだ さい 。※ 容 は 桜の 見 所 を 示し て いま す 。※ 各 地 の 桜 の 見 頃 は 天候 等 に より 前 後 し ます 。※ 出 発 日 に より 行程 が 逆 回 り に  。、* 三 
な る 場合 や 観光 順序 が 入れ 替わる 場合 が あり ます 。※ 途 中 駅 乗車 で の ご 参加 の お 客 様 は 入場 券 代 を 各自 ご 負担 いた だ きま す 。※ 交 通 機関 の ダイ ヤ 改 正 ・ 遅 延 、 首 WN 3 


路 状 況 、 気 象 条 件 等 に より 行程 お よび 記載 の 時 刻 が 変更 と な る 場合 が あり ます 。 
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。 1 当 目 いく 
AE アル 月 、 ノ 、 
国 綿 や 財界 人 など 多く の VIP を 
お 迎え し て いる 青森 県 を 代表 する ホテ ル 。 
青森 の 食材 を メイ ン に し た 朝食 ブッ 
フェ は 郷土 料理 の 「 貝 焼き 味噌 」 や 
地元 の ソウ ルフ ー ド で ある 「 イ ガメ ン 


チ 」、 ド リン ク は 「 りん ご ジュ ー ス 」 と 、 
地元 名 物 を 味わう こと が で きま す 。 
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まい 写真 提供 : 公 益 社団 法 炎 誠 = 












前 観 コ シベ シシ ョ シ 協 会 な ツ レツ 計 写真 提供 :( 二 社 ) 田沢 湖 * 角 館 観 光 協会 
Se 8 | '| 六 | 0 還 ' 
スケ ジュ ー ル ・ 宿 泊地 【@ は 入場 観光 、O は 下車 観光 】| 朝 居 夕 | 12 5 和議 
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HH 津軽 五所 川原 駅 一 圭 信弘 前 公園 
2 語 M 依 語 kg ( 桜 が ラ イ 
ト ア ッ プ に よっ て お 堀 に 映り こむ 美しい 絶 
景 を ご 覧 くだ さい ) テ ーー 夜 : 青 森 市 内 ( 泊 ) 
※ 夕 食 は 和 会 席料 理 を ご 用 意 ( 注 2) 
午前 の ルル [ り 1: 青 森 市 内 一 〇 大 館 市 
内 (日 本 三 大 地 鶏 の 比内 地 鶏 の 親子 丼 の ご 
食 を ご 用 意 ) 一 奉 O き み ま ち 阪 県 立 自然 2 
(1.500 本 の ソメイヨシノ が 咲き 誇る 桜 
北 | 用)ー 著 〇 阿仁 合川 公園 阿仁 合 駅 由 ( 理 秋 
 。 | | 田内 陸 縦 貫 鉄 道 ( 注 和 1) ) 中 角館 駅 … 坦 O 角 

| | 館 人 Wo の 訪 計 (武家 屋敷 
通り の 枝垂れ桜 を 暗 聞 の 中 光 が 照 ら す 妖艶 な 
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東京 (9:30 一 11:30) 発 志 上 野 二 大 宮 二 上 
新 青森 一 志野 公園 駅 t く 〈 書 津軽 鉄道 ( 注 1) 


号 真 提 代 津軽 鉄道 上 
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4 月 下 名 一 5 月 上 名 誠 





校 の 晃 b 
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NS 傘 を お 条 し か みく だ さい ) 一 夜 : 秋 田 市 内 ( 泊 ) 3 庄 ^ 0 
似 ※ 夕 食 は 和洋 折 家 の コー ス 料 理 を ご 用 意 (2) MGM / | | | | | 4 | てこ | 語 目 | | | 
TTY Ma > す や ツ / | リ 1 【 ] 」 | ーー , 6 」 | | | 有り 1 | 」 1 [ ] 
十 前 ゆっ くり 1 0 時 出発 秋田 市 内 ・ 2 @) 『 sa ア e ア 4 アプ 所 ア W/ 円 = 且 . e ア ⑳ へ ア 『 人 / 円 
秋 公 園 旅行 代金 (お と な お ひと り (2 名 様 1 室 の 場合 )) 


秋 が 公園 ( 桜 100 避 )( 樹 秋 約 120 年 の ソメイヨシノ 
な ど 約 700 本 の 桜 が 咲 き 誇る ) 三 〇 秋田 避 る 
さと 村 ( 秋 田 名 物 きり た ん ぼ 銅 の ご 昼食 を ご 
用 意 ) 三 埋 〇 北上 展 勝地 (北上 川 に 
沿っ て 約 2km 続 く 、 約 1 万 本 の 桜 並木 ) 三 北上 
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出発 日 (2022 年 ) / 旅 行 代金 (お と な お ひと り ) | gy 」 時 / 


ご | 半 
喘 馬 と 計 ご 叶 封 OH 田 受 


| 
119,000g 
















事 大 宮 坪 上野 王 東 京 (18:30 て 21:12) 着 圏 ご ども は お と な と 還 額 ' Nes 三 
@ 最 少 催行 人 員 ン /10 名 様 (2 名 様 より 受付 ) @ 添 乗員 ノ 同 行 し ます @ バ パス ガイ ド / 同 行 し ます 人 食事 / 朝 食 2 回 ・ 昼 食 2 回 ・ 夕 食 2 回 @ 利 用 運 * 


送 機関 / 新 幹線 普通 車 指定 席 久利 用 バス 会 社 / 岩 手 県 北 バ ス ま た は 同等 フラ ス 急 宿 泊 ノ 1 泊 目 :〈 青 森 市 内 / ホ テル 青森 、2 泊 目 :〈 秋 田 市 内 〉 秋田 
キャ ッ ス ル ホ テル (いずれ も 洋室 / ツ イン ) 介 相 部 屋 の 設定 は あり ませ ん ※( 注 1) 津 軽 鉄 道 ・ 秋 田内 陸 縦 買 鉄 道 は 自由 席 の た め 、 混 雑 時 は 立 席 と な 
る 場合 が あり ます 。 ※( 注 2) 夕 食 は 夜桜 観賞 後 、20 時 頃 を 予定 し て お り ま す 。 ※ 弘 前 公園 の 夜桜 ライ ト ア ッ プ は 4/23 一 5/5、 角 館 の 夜桜 ライ ト ア ッ 。。 
プ は 4/20 ご 5/5 を 予定 し て お り ま す が 、 桜の 開花 状況 や 新型 コロ ナウ イル ス の 感染 拡大 状況 に よっ て は 、 日 程 の 変更 や 中 止 と な る 場合 が あり ます 。 Fa 
※ 往 復 こ も 上 野 駅 ・ 大 宮 駅 で の 途中 乗 下 車 が 可能 で す 。 お 電話 に て お 申し 出 く だ さい 。 
こぅ 
※2 ペ ー ジ の ご 案内 と ご 注意 を 必ず ご 覧 くだ さい 。※ 署 は 桜の 見 所 を 示し て いま す 。※ 各 地 の 桜の 見 頃 は 天候 等 に より 前 後 し ます 。※ り は 「 財 団 法人 日 本 さく 
ら の 会 | 選定 に よる も の で すき ※[JTB 宿 泊 ア ンク 二 ド 評価 ] は 、JTB 商 品 の 品質 に 対し て JTB が 独自 に 定め た 評価 基準 で す 。 宿 泊 施設 その も の の 格付 け や 他 の 旅行 商 
品 に 対 で の 品質 を 保証 する も や の で は あり ませ きま た き 評 価 ほ いて は 2020 年 10 月 一 202 1 年 9 月 の アン ケー ト を 対象 と し て いま す 。※ 出 発 日 に より 行程 が 逆 回 り 
に な る 場合 や 観光 順序 が 炎 れ 替わる 場合 が あり ます ま ※ 途 中 駅 乗車 で の ご 参加 の お 客 様 は 入場 券 代 を 各自 ご 負担 いた だ きま す 。※ 交 通 機関 の ダイ ヤ 改 正 ・ 遅 延 、 
お よび 記載 の 時 刻 が 変更 と な る 場合 が あり ます 。 
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流れ 落ち る 滝 の よ うに 
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日 本 三 大 桜の ひと つ 
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Ag 明治 時 代 に 海産 物 問屋 と し て 
mg 4 毎 だ し た 商家 の 建物 を 利用 し た 食事 処 
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6 ト 科 
ンー a 2 了 食 ( 二 例 ) 凡 


計 2 


請 草 国 指定 多 勝 会 津 松平 氏 放 園 


江戸 時 代 の 代表 的 な 
大 名 型 山水 庭園 と し て 
国 の 名 勝 に 指定 


御 共 屋 御殿 か ら 


* 当時 の 風味 を し の びな が 。 
お 抹茶 セット ( 三 急 ) 主 パ で と す 共 を お 楽し み | 





部 ③ 半 系 海 藻 半 世 
で 光 み 4 資 泊 衣 


- 一 
デア 


ZN 
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スケ ジュ ー ル ・ 宿 泊地 【@ は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 】 | 朝 | 昼 | 夕 
東京 (6:00 一 10:30) 発 地上 野 豆 大 宮 王 仙 
台 王 〇 園 松 島 (大 小 260 も の 島々 か ら な 
る 絶景 ) 王 乾 〇 西行 戻 
に 松島 湾 を 一 望 ) 午後: 秋保 温泉 ( 泊 ) 
























宮 司 比重 汗 







レル 
I 還 % 








日 (2022 年 ) / 
代金 (8 と な お 0 と り ) 2 名 様 1 室 


午 ら 回廊 | | 
( 朱 償 と 低 の o 特 | 旧 玉 20.2124 昌 | 86.000m| 89000m| 91000 












人 @ 最 少 催行 人 員 /10 名 様 (2 名 様 より 受付 ) 。 念 添 乗員 同行 し ます 。 欠 バ ス 
ガイ ド ノ 同 行 し ます 劉 食 事 / 朝 食 2 回 ・ 昼 食 2 回 ・ 夕 食 2 回 信 利 用 運送 機関 
新幹線 普通 車 指定 席 久利 用 バス 会 社 / 山 交 パ ス ま た は 同等 フラ ス 信 宿 泊 
1 泊 目 : く 秋保 温泉 〉 伝承 千年 の 宿 佐 勘 ( 和 室 ・ 洋 室 / ツ イン ) 、2 泊 目 : く 会津 東 
山 温泉 ) 原 瀧 (和室) 、 念 相 部 屋 の 設定 は あり ませ ん  ※ 往 復 と も 上 野 駅 ・ 大 宮 
駅 で の 途中 乗 下車 が 可能 で す 。 お 電話 に て お 申し 出 く だ さい 。 
※2 ペ ー ジ の ご 案内 と ご 注意 を 必ず ご 覧 くだ さい 。※ 間 は 桜の 見 所 を 示し て いま す 。 
※ 各 地 の 桜 の 見 頃 は 天候 等 に より 前 後 し ます 。 ※( 桜 100 選 ) は 「 財 団 法人 日 本 さく ら の 会 | 選 
定 に よる も の で す 。※ 出 発 日 に より 行程 が 逆 回 り に な る 場合 や 観光 順序 が 入れ 替わる 
場合 が あり ます 。 ※ 途 中 駅 乗車 で の ご 参加 の お 客 様 は 入場 券 代 を 各自 ご 負担 いた だ き 
ます 。※ 交 通 機関 の ダイ ヤ 改 正 ・ 遅 延 、 道 路 状 況 、 気 象 条件 等 に より 行程 お よび 記載 の 
時 刻 が 変更 と な る 場合 が あり ます 。 















ント ラス ト が 和 交 力 ) 三 夕 : 会 津 東山 温泉 ( グ 
午前 : 会 津 東山 温泉 王 坦 〇 鶴 ヶ 城 公園 ( 倍 100 選 
人 @ 鈴 ヶ 城 一 O 〇 湾 川 問屋 (本 格 的 な 会 津 郷 土 料 
理 の ご 昼食 ) 一 例 御 薬 園 ( 国 の 名 勝 に 指定 され 
る 大 名 型 山水 庭園 仙 茶 屋 御 典 に て お 抹茶 と 
半 杜 を お 楽し か) 一事 価 三 春の 清 桜 代 100 違 
(日 本 三 大 桜の ひと つ 。 天 然 記 念 物 に 指定 ) ニ 
郡山 = 大 宮 = 上 野 = 東京 (18:30 一 20:50) 着 
※ 掲 載 の 写真 は geE イペ 三 = 
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「 全 1 





風光 明 敬 な 由良 海岸 に つ 、 
趣 あ ふれ る 一 軒 和 宿 。 

全 - 室 海 に 面 し た お 部 屋 で 

お くつ ろ き (だ さい 8 





上 野 (10:30~11:30) 発 (回 体 専用 肪 時 新幹線 | と れ 
い ゆ の 7 ama LR 








午前 : 銀山 温泉 ニ OJ \ 艇 の 大 杉 ( ア ニ メ の 世 LN 
界 の よう な 褒 さ 約 20m の 巨 ーOE DR 
い ン (山形 名 物 学 閣 購 の こ "昼食 ) 生食 TERRASSE 
ーO 羽 (出羽 三 に : スイ デン テラ ス が 掲げ る 食 の テー マ “Farm to Table 
放し た 日 本 遇 一 - の 大 社 妥 )O 山 居 倉 庫 ( 米 | ルル 購 に 治っ た 、 山 形 庄内 の 旬 の 食材 を 活か し た ご 年 食 。 
どこ ろ 庄 内 の シン ボル ) テ タ : PPPF ( 泊 ) 加 田んぼ に 浮か ぶ ホ テル で お 召し 上 が り い た だ きま す 。 4 ノ ん 
メタ 劉 は アワ ビ の 了 り 焼き 人 海 鏡 を ご 用 意 | | 上 ー ーーー ニ ーー ニー デ ) と レー 
8 お ひ 旅 代金 過 b/ レベ S、 1 / | 』 | 1 ンー ン アー イ ー プ 
午前 : T ぶ か 四 760 し RA (お と な お ひと り (4 名 様 1 室 の 場合 ) 4 了 7 @ , 用 9 ( 夫 ) % リ 四 円 に ま 
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内 りー 光 物 攻 館員 = 8 
人 人 例 (お と な お ひと り っ es | zemnm | と す っ 
(田んぼ に 浮か ぶ ホ テル の ご 昼食 一 山形 シー 昌 
ー 大 宮 = 上 野 = 東京 (18:30 一 19:50) 着 還 B 18580 |90.800|95.800m 一 ご 
圏 こ ども は お と な と 同額 に ) 印 は ト 出発 確 定 日 ゴ (満席 の 場合 あり ) ( ノ 』 

@ 最 少 催 行人 員 ン 10 名 様 (2 名 様 より 受付 ) 添乗 員 ン 同行 し ます @ バ パス ガイ ド / 同 行 し ます 人 食事 / 朝 食 2 回 ・ 昼 食 2 回 ・ 夕 食 2 回 @ 利 用 運送 機関 ノ 往 路 : ンプ 


La 


団体 専用 臨時 新幹線 普通 車 指定 席 ・ 復 路 : 新 幹線 普通 車 指定 席 久利 用 バス 会 社 / 庄 内 交通 また は 同等 フラ ス 介 宿 泊 /1 泊 目 :〈 銀 山 温泉 〉 仙 峡 の 宿 銀山 荘 ( 和 ーー 因 ___2N 

室 ) ま た は 滝 と 蕎麦 の 宿 瀧 見 部 (和室 / ツ イン 【 一 部 エキ スト ラベ ッ ド 利用 】) 、2 泊 目 : く 由良 温泉 ?7 ホ テル 八乙女 (和室 * 洋 室 / ツ イン ) 信 相 部 屋 の 設定 は あり ませ ん  、 eW 参 つろ 

※1 泊 目 は お 部 屋 に お 風呂 が な い 場 合 が ご ざい ます 。 ※( 注 ) 列 車内 の 足湯 の ご 利用 に は 人 数 制限 が あり 、 ご 和希 望 の 方 の 先着 順 と な り ま す 。 ご 和希 望 の 方 は ご 予約 時 衝 jn と 4 
| 








に お 申し 出 く だ さい 。 ※ 往 路 は 大 宮 駅 、 復 路 は 大 宮 駅 ・ 上 野 駅 で の 途中 乗 下 車 が 可能 で す 。 お 電話 に て お 申し 出 く だ さい 。 文 は 写真 提供 :JR 東 日 本 ンタ 


| 
※2 ペ ー ジ の ご 案内 と ご 注意 を 必ず ご 覧 くだ さい 。※[JTB 宿 泊 ア ン ケー ト 評 価 ] は 、JTB 商 品 の 品質 に 対し て JTB が 独自 に 定め た 評価 基準 で す 。 宿 泊 施 設 そ の も の の 格付 け や 他 の 旅行 商品 に 対し 了 
て の 品質 を 保証 する も の で は あり ませ ん 。 ま た 、 評 価 に つい て は 2020 年 10 月 一 202 1 年 9 月 の アン ケー ト を 対象 と し て いま す 。※ 行 程 が 逆 回 り に な る 場合 や 観光 順序 が 入れ 替わる 場合 が あり ます 。 5 
※ 途 中 駅 乗車 で の ご 参加 の お 客 様 は 入場 券 代 を 各自 ご 負担 いた だ きま す 。※ 交 通 機関 の ダイ ヤ 改 正 ・ 遅 延 、 道 路 状況 、 気 象 条件 等 に より 行程 お よび 記載 の 時 刻 が 変更 と な る 場合 が あり ます 。 
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に 3 に) に め : る 7 コク も / いい 加賀 百 万 石 の 勇壮 華麗 な 
伝統 工芸 を ちり ば め た 「 加 賀 伝統 工芸 の 間 」。| IN 。 、W 器 は 料理 の 着物 ] と 唱え た 武家 文化 を 象徴 する 
和室 に ロー ベッ ド と ソフ ァ を 配置 し た 伝統 と 上 クッ 界 加賀 の か り の 北大 路 創 山 人 に な らい 、 目 加賀 閣 子 舞 を 独自 に アレ ンジ し た 
モダ ン が 融合 し た ご 当地 部 屋 で す 。 園 (一 厩 。 器 に も こだわ っ た 季節 を 味わう 会 席料 理 。 [白銀 の 舞 ] を 披露 し ます 
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旋 王 聖 


午前 : 金 沢 市 内 王 〇 東尋坊 (断崖 絶壁 の 絶 
景 ) 三 〇 丹 厳 洞 (一 面 苔 むし た 緑 が 美 し い 庭 
園 見 学 と 敷地 内 の 料亭 で 和 懐 石 の 昼食 を 
ご 用 意 ) 王 〇 平泉 寺 白 山神 社 ( 開 山 1300 年 
の 御 山 信 仰 の 拠点 ) 夕 : 山 代 温 泉 (: 泊 ) 


昼食 ( 三 例 ) 


(とき 3 のど ヨ P4 


ーー 


| せ 隊 当 。 | |! | 剛 





] 旅行 代金 (お と な お ひと り 
(2 一 3 名 様 1 室 の 場合 )) 





朋 治 時 代 の 総 湯 を 復元 し た 「 古 総 湯 」 も 
ご 利用 いた だ け ま す 。 
午前 : 山 代 温泉 王 一 〇 英 五 箇 山 相 倉 集落 
( 五 筒 山 の 歴史 的 背景 を 今 に 残す ) ニ 一 
〇 富山 市 内 (|[ 富 山 湾 鮨 」 の 昼食 を ご 用 
意 )ーー 〇 富山 ・ 岩 瀬 浜町 (レト ロ な 町 並 


出発 日 (2022 年 ) 旅行 代金 (お と な お ひと り ) 
E 四 |3・24 日 加計 22・29 日 

> 120,000m 
園 ご と ども は お と な と 同額 


スケ ジュ ー ル ・ 宿 泊地 [O は 下車 観光 】 朝 
み が 美 し い ) 王 一 富山 mr く 北 陸 新 幹線 〉 @ 最 少 催行 人 員 / 10 名 様 (2 名 様 より 受付 ) 。@ 添 乗員 同行 し ます 。 @ バ パス 
ガイ ド / ノ 同行 し ます 還 代 食事 朝食 2 回 昼食 2 回 ・ 夕 食 2 回 証人 利 用 運送 機関 ノ 


東京 (8:30-9:30) 発 上野 = 大 宮 r〈 北 陸 新 
幹線 〉 = 金沢 王 〇 気 多大 社 ( 前 田 利家 と まつ が 
祈願 し た 能登 國 一 之 宮 ) 三 〇 熊 合金 剛 ・ 厳 門 ( 央 
門 ク ルー ズ で 人 断崖 絶壁 と 奇岩 が 生み 出す 迫力 
ある 絶景 を 海上 か らら 望む) ニタ: 金沢 市 内 ( 泊 ) 
由 
ル 
大 宮 二 上野 王 東京 (19:00 一 21:20) 着 
新幹線 普通 車 指定 席 ( は く た か 号 ) ※「 か が や き 号 ] と な る 場合 が あり ます 。 

@ 利 用 バス 会 社 丸 一 観光 また は 同等 フラ ス 凍 代 宿 泊 21 泊 目 :( 金 沢 市 内 yANA フ クラ ウン プラ ザ ホ テル 金沢 (洋室 アツ イン 【 一 部 エキ スト ラベ ッ ド 利 
用 】)32 泊 目 :〈 山 代 温泉 〉 星 野 リ ゾー ド 庄 界 加賀 (和室 ) 議 人 @ 相 部 屋 の 設定 は あり ませ ん 虹 ※2 泊 目 の お 部 屋 に 内 風呂 は な くき シ ャ ワー ブー ス の み と な り 
ます 。 講 ※ 往 復 と も 上 野 駅 ・ 大 宮 駅 で の 途中 乗 下 車 が 可能 で す # お 電話 に て お 申し 出 く だ さい 3 
還 ::2 ペ ー ジ の ご 案内 と ご 注意 を 必ず ご 覧 くだ さい きま ※ 出 発 日 に より 行程 が 逆 回 り に な る 場合 や 観光 順序 が 米 れ 替わる 場合 が あり ます ま ※ 途 中 駅 乗車 で の ご 参加 の お 
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| プ ピン ミ プ み > ブ ` レン 引前 凡 
ーー 略 通常 約 5 座席 の と ころ | 全席 フッ トレ スト レッ グレ スト 付 
了 32 席 の 広々 ゆっ た り シ ー ト | ハイ グレ ー ド シー ト 使 用 

生生 くい Na と 人 E。 = 理 還 ーー 
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ーー ン 
旅行 代金 (お と な お ひと り 6 し 電 自 | 1 |  ) 還 還 
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出発 日 (2022 年 ) ノ 
旅行 代金 (お と な お ひと り ) 
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mi に | 
ンコ て ! 











東京 (8:30) 発 ーー (高速 道路 〉 
@ 較 日 光 東 照 宮 (大 改修 を 終え 鮮やか に 蘇っ 
1 = ee 





和 中 @ 和 国 大 使 史 U 竹 記 記 訪 公園 

⑱@ イ タリ ア 大 使 能 別 補 8 8 人 還 了 導 地 の 放 史 
と ぬれ あ う ) -O 宇 都 宮 市 P 昼食 は ホテ ル の 洋 良 
ラン チ を こ ご ご 用 意 ) ニ 駅 うつ の D み や ろ ま ん ちっ 
く 村 三 ( 高 速 道路 〉 王 ー 和 ( 隊 15.30) 較 こ ども は お と な と 同額 





69,000m| 72,.000g 


人 @ 最 少 催行 人 上 只 /10 名 様 (2 名 様 より 受付 ) 食 添 乗員 同行 し ます 氏 バ スガ イド 同行 し ます 久 食 事 / 朝 食 1 回 ・ 昼 食 1 回 ・ 夕 食 1 回 念 利用 運送 
機関 貸切 バス 久 利 用 バス 会 社 / 東 京 ヤ サカ 観光 バス また は 同等 フラ ス 介 宿 泊 /〈 中 禅 寺 〉 星 野 り リゾート 界 日 光 (和室 ) 信 相 部 屋 の 設定 は あ 
り ま せん 文 は 写真 提供 : 公 益 社 団 法人 栃木 県 観光 物産 協会 


※2 ペ ー ジ の ご 案内 と ご 注意 を 必ず ご 覧 くだ さい 。※ 出 発 日 に より 行程 が 逆 回 り に な る 場合 や 観光 順序 が 入れ 替わる 場合 が あり ます 。 
※ 交 通 機関 の ダイ ヤ 改 正 ・ 遅 延 、 道 路 状 況 、 気 象 条 件 等 に より 行程 お よび 記載 の 時 刻 が 変更 と な る 場合 が あり ます 。 


お 申し 込み ・ 比較 的 すい て いる 較 大 交 混 み 合っ て いる 9 時 半 10 時 11 時 12 時 13 時 14 時 15 時 16 時 17 時 17 時 半 本 哉 の 写真 は ーー 
お 問い 合わ せ は 国 | 和 タ rr0570-06-1113 時 間 に どう ぞ 円 ぁ yazcus 円 bwyyucus 還 還 ーーーーーーーーーー ト | すべ て イメ ー ジ で 9。 
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リピ NX ん 、 周 陸 ~" 二 に / 「 / + ' ( イプ ) 1 
朝 あわ 温泉 = 0 東 尋 功 に @ 氷 (下水 の 大 の) ' H 誠 5 り 』 目 』 目 』 
本 山 )0 加 羅 市 N( 太 人 は 香 拘 めし を ご 団 用 ミア ラミ アミ アミノ * 


言 ) (千里浜 な ぎ さ ドラ イブ ウェ イ ( 日 本 で 誰 一 0 
Soy| ea 


CUE-HchexP/2 リン が EEE 


入湯 泉 OO み 番 呈 和 了 傘 || | 目 21.oo 日 

大 な 立山 を 記 お ) O 宙 . 半 町 ( 江 11.17.22。 

戸 初期 の 建物 が 現存 する レト ロ な 町 ノー 胃 oo 110,000m|120,000m|125, 000 上 
〇 富山 市 内 (昼食 は 「 富 山 滴 鮨 ] を 用意) 一 | テ 還 上 

@ 国 E 瑞 龍 寺 (国宝 建造 物 に 指定 され て いる | 還 | 周回 中 5・14・23・ 

ee _ 28.30H [ 


@ 最 催行 人 貞 10 名 様 (2 名 様 より 受付 ) 法科 員 同行 し ます 。⑱ バ スガ イド 同行 し ます 。 @ 評 事 / 剖 廊 2 加 昼食 2 回 夕食 2 回 利用 連 送 
講和 天下 ( は くだ の 5) の 7 に SC な る 短 きか な り ま す 3 @ 利 用 パス 会 社 富 山地 方 鉄道 また は 同等 フラ ス 側 宿 泊 /1 泊 
上 | 目 :( あ わら 温泉 ? ま つや 千 千 82 泊 目 :〈 和 倉 温泉 ) 加賀 屋 「 能 登 本 陣 ] (いずれ も 和室 ) | 信 相 部 屋 の 設定 は あり ませ ん 。※2 泊 目 は シャ ワー の み で パス タ 
ブ な じ の 客室 と な り ます 講 ※ 注 ) 当 日 の 天候 や 波 の 状況 に より 通行 止め と な る 可能 性 が あり 、 そ の 場合 は 千里 浜 な ぎ さ ドラ イブ ウェ イ を 通ら ず に 次 

の 目的 地 へ 向かい ます 請 ※ 往 路 は 大 宮 駅 、 復 店 は 上 野 駅 大 宮 駅 で の 途中 乗 下車 が 可能 で す 。 お 電話 に て お 申し 出 く だ さい 。 


8 8 - * 5 N St 6 CC の UE2 1 
※2 ペ ー ジ の ご 案内 と ご 注 意 を 必ず ご 覧 くだ さい 。 ※ 出 発 日 に より 行程 が 逆 回 り に な る 場合 や 観光 順序 色 が 入れ 替わる 場合 が あり ます 。 ※ 途 中 駅 乗車 で の ご 参加 の お 
宮 様 は 人 場 券 代 を 合 邊 ご 貞 揚 いた だ さ ます 。 ※ 父 通 機関 の ツイ CCX 正 ・ ahek み 9 表示 仁和 に よ ソ 行 生 お よび 記載 の 時 誠 が 秋 定 こ な る 場 司 が あり ます 
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都 リ ソ ト 奥 志 摩 リア 
アク アジ ォ ル レス トド ま 二 肖 


央 廣 : ei IN ジミ を 眼下 に E 
紀 み 、 伊 勢 志摩 国立 公園 の 豊か な 態 野 の 山々 と 大 塔 川 に 囲ま が だ 
計 人 に 囲ま れ た リゾ ー ト ホテ ル 。 美しい 風景 の 中 に 休む 答 “ 
「 河原 を 掘る と お 湯 が 湧き 出る 、 
必 放 的 な 露天 風呂 を = 計 
お 楽し みく だ きら gi 
の いき 3 洲 の 病 堪 の 


の ) ii 際 S45ip4 ジ 











月 ビ 時 を ロ 大 


「 全国 約 4 UIUU7G 素 2 
uk 


に TH 
所 是 各 


Im 
上 居 
ーー 





に 


記 7 電 人 O 落 で ば び せ 委 メッ 


ロ で 
モー 


I 
・e 
叫 


に 












東京 (7:30~ こ 9:00) 発 = ーー ーー = に 
親 陣 た en 近鉄 名 古屋 駅 (大 時 3 引 
レ : ト で WC りく 上 を 2 し みか ・ 
9 き 神 宮 向 多 ]96 
ーーー イー アッ CR 
リア ス 式 海岸 の 海 を 眺め る 37m の お 部 屋 を ご 用 意 


0 志摩 船越 -O 較 鬼ヶ城 ( 能 野 の 娘 関 唱 に 位置 する 大 岸 
壁 ) 〇 七里 御浜 一 O 菩 熊野 速 玉 大 社 (さま ざま な 平安 

を 祈願 する 社 ) 王 O 開 那 留 の 滝 ( 日 本 一 の 落差 を 誇る 名 涯 ) 

ーO 開 熊 野 那 智 大 社 ・ O 較 青 詳 渡 寺 = タ : 川 湯 温 ( 泊 ) 

※ 夕 食 は ミニ 会 席 と ハー フ バ イキ ング (90 分 ) 

奥 熊 野 の 秘 湯 に ーー で ーー 


gm IE ーO 較 熊 野本 宮 大 社 王国 ウロ リ ロミ | 」/- 

内 【@ 各 守 凡 休 (9 党 が 
山 で 最初 に 開い た 場所 ーO 還 高野 山奥 之 院 ( 壇 
上 伽藍 と 並 高 野山 二 大 聖地 の 一 つ ) 和歌 山 駅 = 
(EK 区) 一 新 大 阪 = テ ( 新 幹線 瞬 ) グ リー ン 車 ) 
二 新 横浜 == 品 川 テ = 王 東 京 (20:30 一 22:51) 着 


VN 給 


相 守 - 世 - = 二 


と り (2②-4 名 様 1 人 の 9) 3 
出発 日 (2022 年 ) / 


旅行 代金 (お と な お ひと り ) 


全 トー ae 110.000m|130.000g| 
令 ]7・14・16・19・28 日 ( 
jl 


















ご ボ 半 
境 塵 CH 状 電器 潤 






田 こ ども は お と な と 同額 





人 @ 最 少 催行 人 員 プ 10 名 様 (1 名 様 より 受付 ) 劉 添 乗員 同行 し ます 欠 バ スガ 
イド 同行 し ます 久 食 事 / 朝 食 2 回 ・ 昼 食 2 回 ・ 夕 食 2 回 久利 用 運送 機関 / 往 
路 : 新 幹線 グリ ー ン 車 指定 席 ( ひ か り 号 ) 、 復 路 : 特 急 普通 車 指定 席 ・ 新 幹線 グリ ー ン 
車 指定 席 ( ひ か り 号 ) ※ 新 幹線 は 「 の ぞ み 号 ] と な る 場合 が あり ます 。 劉 利 用 バス 
会 社 / 龍 神 自動 車 また は 同等 フラ ス 、 欠 宿 泊 1 泊 目 : く 志摩 船越 〉 都 リゾ ー ト 奥 志 』 
摩 ア フク アフ ォ レ スト (和室 ・ 洋 室 / ジ シン グル ・ ツ イン ・ ト リプ ル 【 一 部 エキ スト ラベ ッ ド 利用 】) 、2 泊 目 :J 川 湯 温泉 〉 山 水 館 川 湯 みどり や (和室 洋室 / シ ング ル ・ 
ue 人 @ 相 部 屋 の 設定 は あり ませ ん ※1 泊 目 は 4 名 様 1 室 で お 申し 込み の 場合 、 ーー が あり 、 当 日 の ご _ 


案内 となり ます の で こ 了 承 く だ さい 。 ※ 往 復 と も 品川 駅 新横浜 駅 で の 途中 乗 下 車 が 可能 で す 。 お 電話 に て お 申し 出 く だ さ 写 率 0 さ 日 間 
















胞 穫 誠 韻 dri ビ 盟 


ーー ュー ニュ プ ーーー ペ ーー で ほ ご ーー ビラ ンー 

※2 ペ ー ジ の ご 案内 と ご 注意 を 必ず ご 覧 くだ さい 。 ※ 出 発 日 に より 行程 が 逆 導 回 り に な る 場合 や 観光 順序 色 が 入れ 替わる 場合 が あり ます 。※ 途 中 駅 乗車 で の ご 参加 の 

CSA で oL23=1E ト 2 も EoU イヤ 改正 ・ 遅延 、 道路 状況 、 気 象 条 件 等 に より 行程 お よび 記載 の 時 刻 が 変 E 更 こ な る 場合 が あり ます 。 aa 
. ーー ーー ーー デー = そ っ 

お 申 ち 和み 間 2 > ニー ンー 比較 的 すい て いる 較 た us Bt 叶 14 仙 15 還 1 19 17 有 7 ま の 内 は 

. お 問い 合 わせ は | 内 22Y0570- 06- 1113. 時 間 に ど う ぞ 講 詞 混み 合 っ て いる | 10 的 すい て いる as Einenihies すべ て イメ ジ で 


ト 3 シー = ーー ンー こ ミ ーー ーー = まっ と = ーー ーー。 = ーー ーー デー ーーー テー と た 





















ご 大 
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と イ / 


員 恒 りり 放つ う 税 で cC 党 眉 X 
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コー ス 番 号 衣 還 |] JR ワク チン 検査 


6988-0 | 違 4 See に パッ ケー ジ ツ アー 











_ 王 
NO の 2 ヽ H 革 |「 
5!290899 | @ 伊予 灘 。 委 
百 日 食 と ー。 っ ンー で - トン | 

ゴツ 〕 」 昌 ) 米 - 七 ーー. ン / ク < 太 

ンー | 

リー 来 直 7 先 ざ | 

印 の 野 業 - 本 + HE 展 こだわ り の b ー= | 
ニー で リー IOnaD MOhOgqTRI し 


情 に 育て られ た 
食材 を 余 ~ は の ら な く 楽 し め : る よう 


[ 夫 し た ご 朝 有 式 | < 。 肖 暫 
] 【 大 洲 六 






Pa 
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タ 
ー 2// 


mm 
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車内 (イメ ー ジ ) 廊 







ee 。 
e ーー 


国 間 了 3 


「 ーーー 







ド 
! 
1 


li 





車両 (イメ ー ジ ) 文 






お 客 様 に 非 日 常 # ず し ん 4 > た だ く 


= これ まで の コン セプト に 、| 大 切な 人 と 過ごす 時間 と 癌 」 と いう 
親 た な コン セプト を 加え 、 上 質 な を ワンランク 7 上 の サー ビス を 提 介 | 


1 ァ 9 が に ーー を  。、 に boPeo bi ん ym4F 】 
田 仕 


車両 (イメ ー ジ ) = ーー が だ た リガ イグ イグ 7 半 F1 
観光 、 行楽 楽 速 足 と は 少し eo ーー 人 f ルル ーー こい 応 と > 記 5 J ンジ 
情緒 的 な 如き の 小 旅行 [ 遊山] を ーー | さ ー。 「 当 衣 4 の 、 
島 を 起点 に 四国 の 『 | 肖 8 包 5 2 邊 固 末 刀 一 一 ン 4 


ーー 人 に 、 徳 島 を 起点 


歴史 に 思い を 馳せ る 衣 人 計 uze2ー グ プレ ソ / フ 。 や / リ 』 
お と な の 遊山 "に Se ! ーー 。 計 ジ SH ゝ さ 











" 車内 (イメ = ジ ) 糧 1 








車両 (イメ ー ジ ) 太 3】 
K 開花 の 抄 関 「 開 花 ] で は 立志 の 道 を 遡り ん 4 
| 窪川 。 な が ら 、 志 士 た ち を 育ん だ 高 と >) 
知 な ら で は の 気質 を 「 土 佐 
流 の お も て な し 」 で 存 分 に 味 
わ う 旅 を お 楽し みく だ さい 。 
















ルレ 高 喜 知 IEI 





車内 (イプ 区 三 ジ ) 流 





日 本 料理 | 味 藤本 | の 料理 嘩 
LN 人 。 区 委 の = も だ ち が が 軒 
野 や 山 に 遊び に 行く 際 持 っ 1 
2 送出 策 Te42ー “ 
ー ニ 段 の 重箱 で お 楽し みく だ さい 






導 讐 ンス ホ アン 信昌 サザ クラ ウン パレ ス 了 高 

2 新 阪急 高知 っ 十 佐 流 の お も て な 人 
高知 県 県 の 海川 の 恵まれ だ 保 化 重 。 

を 用 いた 、 も の が た り 性 の ある お 食 還 

事 。 列 車 旅 で の 豊か な 食 の 思い 出 
















を 紡ぎ ます 。 2 写 車 ソフ フイ 車内 (イメ ー ジ ) 壇 
| 雪 E。 = 本 | 








旅行 代金 (お と な お ひと り 13 マ 
(2ー3 名 様 1 室 の 場合 )) 


30,00 00』 


出発 日 (2022 年 ) 旅行 代金 (お と な お ひと り ) 


東京 (8:30 一 10:20) 発 ==ー〈 の ぞ み 号 遇 
グリ ー ーー E 賠 山王 


EE お 時計 向山 記 夕 : 道 後 温泉 ( 泊 ) 
朝 : 間 朱 - 松山 駅 





(W00 と と き を 3 旬 モ ー ニ ツ グ 0 こ ご 菩 人 = 還 こ ども は お と な と 同 曲 
伊予 大 洲 駅 一 ハイウェイ レス トラ ーー イー ティ @ 最 少 供 行人 員 /10 名 様 (2 名 様 より 受付 ) @ 添 乗員 同行 し ます @ パ スガ イド 
細め し 0 で 中 FE3 人 CH ノ 同 行 し ます 劉 食事 朝食 2 回 ・ 昼 食 2 回 ・ 夕 食 2 回 人 利用 運送 機関 新幹線 グ アプ 。 
の も の が た り ^ 開 花 の 抄 和佐 況 の お も リー ン 車 指定 席 ( の ぞ み 号 ) 人 利用 パス 会 社 / 琴 参 バス また は 同等 フラ ス 側 宿 ピン 
て な し "コー ス の ご く 食 ) ) = 高知 駅 一 夜 : 高 知 市 内 ( 泊 ) 泊 /1 泊 目 : く 道後 温 泉 〉 道 後 プ リン ス ホ テ ル (和室 * 洋 室 / ツ イン ・ ト リプ ル 【 一 部 エキ ーー 
ーー ーーー ーーーーーーーーーーー スト ラベ ッ ド 利用 】) 、2 泊 目 :( 高 知 市 内 ) ザ フラ ウン パレ ス 新 阪急 高知 (洋室 / ツ イ あめ 合 
重 削 言 知 市 内 一 倫 祖 谷 の か ずら 橋 ( 日 本 三 奇 枯 の ひと つう) ン ・ ト リプ ル 【 一 部 エキ スト ラベ ッ ド 利用 】) 人 相 部 屋 の 設定 は あり ませ ん ※ 道 後 - デ 
(0 大 公有 放 区 朋 ( 四 国 随 一 の 淫 谷 美 を 朋 の 上 か ら 観 賞 ) 一 大 歩 佑 ーー ロウ ーー の Te に に 2 2 月 @ 膨 
( 皿 国 まん な か 千年 も の が た りこ し あわ せ の 独 紀 行 ~ | まで 予定 ) 。 ※ 観 光 列車 運行 時 間 の 都合 上 、2 日 目 ホ テル 到着 は 18:30 頃 と な り ま hb こ < 
に す 。 ※2 泊 目 は 4 名 様 1 室 で お 申し 込み の 場合 、2 部 屋 に 分 か れる 場合 が あり 、 当 日 時 日 3 
の ご 案内 と な り ま す の で ご 了承 くだ さい 。 ※ 往 復 と も 品川 駅 - 新 横浜 駅 で の 途中 乗 証 -』1HJ 


み 号 帆 』 グ リー ン 車 )= 新 横浜 = 品川 東京 (22:00~22:54) 着 


下車 が 可能 で す 。 お 電話 に て お 申し 出 く だ さい 。 文 は 写真 提供 :JR 四 国 


し 覧 くだ さい 。※[「JTB 宿 泊 ア ン ケ ー ト 評価 ] は 、JTB 商 品 の 品質 に 対し て JTB が 独自 に 定め た 評価 基準 で す 。 宿 泊 施 設 そ の も の の 格付 け や 他 の 旅行 商品 に 対し 
の 品質 を 保証 する も の で は あり ませ ん 。 ま た 、 評 価 に つい て は 2020 年 10 月 一 202 1 年 9 月 の アン ケー ト を 対象 と し て いま す 。※ 行 程 が 逆 回 り に な る 場合 や 観光 順序 が 入れ 替わる 場合 が あり ます 。 
人 中 駅 和 車 で の ご 人 参加 の お 客 様 は 入場 券 代 を 各自 ご 負担 いた だ きま す 。※ 交 通 機関 の ダイ ヤ 改 正 ・ 遅 延 、 道 路 状況 、 気 象 条 件 等 に より 行程 お よび 記載 の 時 刻 が 変更 と な る 場合 が あり ます 。 


三 | ※ 掲 載 の 写真 は 宮 約 時 代 売 甘 の 二話 和民 会 自 春 日 当日 の 年 齢 を : こし ます 
16 3 へ て イッ ーッ で 3。 ご 予約 時 、 代 表 者 の 電話 番号 郵便 番号 住所 参加 者 全員 の 氏名 * 出 発 日 当日 の 年 齢 を お 伺い いた し ます m>- 
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| コー ス 番 号 ぁ 作詞 靖 


K6087-0 
人 山 人 企 



















は 飛行 機 の レク チン 検査 
で 行く バック デジ ジリ える た 


る rs ペー 
レデ っ レン ニン ベン ニー デー 

ーー 
ンー > 


の て ンー 









トー 


融 当 サロ ン C 洛 ツン の 還付 ロ ok 凍 議 
昌 記 Or 放 宮 当 職 Sr な ビ S 輝 理 S 当 謗 間 


で て 圧 明 記 薄 湊 訪 帰 史 放 Or 府 々 灘 憶 国 


s0 い の へ 謙 衣 還 国 天 
r 送 ③ 1 直紀 囲 芝 


補 藻 熟 史 代 選 洛 び で 訓 横 人選 己 聴 ろ 
es 下草 のび 革 藻 光 記 門 正 (CK ぴら 閣 荘 


浴 %ー メ ビワ ) 咽 癌 諾 遇 SS さ でき 妊 謝 ペン 


- 


芝 混 茸 O 共 記 洒 隊 S 昔 ゴ 式 


+ ロ 
| 


(に 


いし 計 れい 條 誤 
へ 悪 的 A て rr 訓 茎 SG 番 庁 


ーー > っ = 


1 トペ ハク ムー に ) 由 
時 総合 Fa1 2 玉 

















旅行 代金 (お と な お ひと り 所 自 旬 四 | 
(4 名 様 1 室 の 場合 ) ) e ア e ア 9% い 


6 
ニン 


※ 国 内 線 旅客 施設 使用 料 740 円 が 別途 必要 と な り ま す 。 


日 (2022 年 )/ 
人 DR(6 と fsa0 と り 


羽田 (7:009:30) 発 出雲 また は 米子 着 一 5・20 日 
@ 足 立 美術 館 (日 本 庭園 と 横山 大 観 の コレ クション ]12・18・22・31 日 | 99.000m |101.000m|103,000g 
を 堪能 / 約 2 時 間 滞在 ) 王 O 松 江 (昼食 は 松江 お 【 衣 |1・2・8・30 日 


で ん を 含 お 和 定 食 を ご 用 意 ) ニ タ : は わい 温泉 ( 泊 ) 田 こ ども は お と な と 同額 


午前 : は わい 温泉 王 〇 日 兎 神社 (神話 | 因幡 の 日 うさ 人 則 ン 10 欄 (2 も 栓 より 人 伸和 / 全 は CE 
ギ ムリ ー バ 浦 宣 海 穫 6 島 取 秘 后 ( デ イド 同行 し ます 久 食 事 / 朝 食 2 回 ・ 昼 食 3 回 ・ 夕 食 2 回 久利 用 運送 機関 航 
で 」0 扶 人 ご 清 周 海 O 屋 取 9 反 に 間 は せ 空 機 普通 席 (JAL ま た は ANA) 念 利用 バス 会 社 / 一 畑 バ ス ま た は 同等 フラ ス 
いろ 蒸し 定食 を ご 用 意 ) 王 〇 大 山 (別名 伯 書 富士 ) ニ @ 宿 泊 ン 1 泊 目 :( は わい 温泉 〉 望 湖 楼 、2 泊 目 :〈 皆 生 温泉 皆生 つる や (いずれ も 
O 金 持 神社 ( 金 運 招 福 の 小 さ な 神社 ) ニ タダ: 皆生 温泉 ( 泊 ) 和室 ) 人 @ 相 部 屋 の 設定 は あり ませ ん ※ 当 コー ス は 、 出 発 日 前 日 より 起算 し て 





W 人 
へ ア 、 ず 






































ーーーー ーー ーー ー 21 営 業 日 前 を 過ぎ る と 、 氏 名 ・ 性 別 ・ 年 齢 の 変更 は で きま せん 。 雄 は 写真 提供 : 
午前 皆生 温泉 一 0 島根 ワイ ナリ ー (名 物 ワ イン の お 買 足立 美術 館 は 写真 提供 : 公 益 社団 法人 島根 県 観光 連盟 






物 ) 王 O 〇 出雲 大 社 ( 緑 結び で 有名 な 神社 / 昼 食 は 三 食 ※ ス ペー ジ の ご 索 内 と ご 注意 を 必ず ご 覧 くだ さい 。 ※ TB 宿泊 アン ケー ト 評 価 ] は 、 JTB 

ーー っ ー ム 呈 符 を 商品 の 品質 に 対し て JTB が 独自 に 定め た 評価 基準 で す 。 宿 泊 施設 その も の の 格付 け や 
剖 子 そ は 二 段 を 信和 走 食 を ご 用 意 し まし た ) し 容 他 の 旅行 商品 に 対し て の 品質 を 保証 する も の で は あり ませ ん 。 ま た 、 評 価 に つい て は 
道 湖 一 人 上 E 松 江 城 (現存 する 1 2 天守 の うち の ひと 2020 年 10 月 一 202 1 年 9 月 の アン ケー ト を 対象 と し て いま す 。※ 出 発 日 に より 行程 が 逆 














Yo 和 . 回 り に な る 場合 や 観光 順序 が 入れ 替わる 場合 が あり ます 。※ 交 通 機関 の ダイ ヤ 改 正 ・ 遅 
つ )= 出 雲 ま た は 米子 発 み 羽田 (18:50~20:40) 着 延 、 道 路 状況 、 気 象 条件 等 に より 行程 お よび 記載 の 時 刻 が 変更 と な る 場合 が あり ます 。 


ァ デ 
ン 


お 申し 込み ・ ナビ 比較 的 すい て いる 較 大 秋 混 み 合っ て いる 9 時 半 10 時 11 時 12 時 13 時 14 時 15 時 16 時 17 時 17 時 半 と 一 吉 の 写真 は ンー ーー 
いら お を p0570306=1113 時 間 に ど う ぞ 貼 み 人 っ て い s 円 LO すい cu る 較 [ ー ET ビーーー 一 すべ で イメ ニ ジ で す 8 5 月 


さこ 













コー ス 番 号 ぁ コー ス 番 号 y 


K6746-0 |IK6746-1 


ら 名 様 1 室 プ ラン 1 名 様 1 室 プラ ン 


大 塚 
is 
に に 


四 古代 壁画 か ら 世 界 26 ヶ 国 、 
190 余 の 美術 館 が 所 蔵 する 
国 現代 絵画 まで 、 
西洋 名 画 1, 000 余 点 が 陶板 で 
原寸 大 に 再現 され た 
世界 初 の 陶板 名 画 美 術 館 。 









ーー っ 
















] 泊 目 
| 
, 鳴 門 






クック ウド リ 必 < 
全 室 オ ー シ ャ ン ビ ュー の 絶景 リ 
ゾー ト ホ テ ル で 温泉 や 海 の 幸 を 
お 楽し みく だ さい 。 


RE ホテ ノレ 


好 立 地 ホ テル 。 
2 の 











客室 (6 
両 松 東急 


JR 高松 駅 か ら 徒 歩 約 7 分 の 











羽田 (7:109: 5:40) 発 ヶ 高松 また は 徳島 着 
| 佑 鳴 門 公園 * 渦 の 道 (世界 三 大 渦潮 の ひと つ 鳴 門 の 
1 | 渦潮 を 見 学 ( 注 1) ) 三信 大 塚 国際 美 術 館 (た っ ぷり 
ー タ : 鳴 門 ( 泊 ) 


約 4 時 間 清 在 ( 目 由 昼食 時 間 告 お) 


午前 鳴門 三 高 松 港 へ く 瀬戸 内 海 を フル ー ジ ング 
小豆 島 へ 〉 ペ 池田 港 王 〇 道 の 駅 小豆 島 オ リー ブ 公 園 
(日 本 の オリ ー ブ 栽 培 発 祥 地 ) 三 O 〇 エン ジェ ル ロ ー ド 
( 潮 の 満ち 引き で 海 の 中 か ら 現れ る 砂 の 道 ( 注 1)) デ 
〇 ニニ 十 四 の 瞳 平 和 の 群像 (映画 | 二 十 四 の 瞳 」 の 登場 
| 人 物 の ブロ ンズ 像 ) 三池 田 港 へ 高松 港 王 夕 高 松 ( 昌 ) 
午前 : 高 松 三 高松 港 へ (瀬戸 内 海 を フル ー ジ ング / 直 島 
へ )〉 へ 宮浦 港 一 筐 ベネ ッ セ ハウ スミ ュー ジア ム (現代 美 
っ | 術 に 特 化し た 美術 館 ) 一 偽 家 プロ ジェ クト (古い 家屋 を 改 | 
| 修 し 作品 化し た アー トノ 共通 チケ ッ ト で ご 案内 ( 注 2) ) ニ トル 
品 浦 洪 圭 間 華氏 の 代表 的 作品 | 赤 か ぼ ちゃ 」 を 鑑 ) 
高松 港 一 高松 また は 徳島 発 み 羽田 (18:30-21:45) 彰 





= 由 [ 
へ 各 








ご ー ヨ ・ サ ー ヽ ば 


写真 は 大 塚 国際 美術 館 の 
展示 作品 を 撮影 し た も の で す 





小豆 島 こい ぐ 
エン ン テ シ レロ ニコ ト だ 5 


潮 の 満ち 引 き で 更 れ た り 消 えた りす る 
不思議 な 人 砂 砂 の 道 0 






草間 紙 生 赤 か ぼ ち ゃ 」 
2006 年 直島 ・ 宮 浦 港 緑地 写真 / 青 地 大輔 


草間 作品 の 特徴 で ある 水玉 の いく つか は くり ぬか れ て いて 、 
内 部 に 入る こと が で きま す 。 





別人 必要 と な り ます 。 


出発 日 (2022 年 ) / 旅 行 代 金 ( お と な お ひと り ) 


99,000 中 


※ 国 内 線 旅客 施設 使用 和 7 


4・10 日 
加計 16・22 日 
【 角 9・19・23・26 日 


ュー ス 番 号 *K6746-1 闘 四 革 


田 こ ども は お と な と 同額 

人 @ 最 少 催行 人 員 /10 名 様 (K6746-0 は 2 名 様 、K6746-1 は 1 名 様 より 受付 ) 念 添乗 員 
往路 到着 空港 より 復路 出発 空港 まで 現地 添乗 員 が 同行 し ます 但 パ スガ イド / 同 行 し ます 
@ 食 事 /〈4 月 出発 朝食 2 回 夕食 2 回 、(5・6 月 出発 〉 朝食 2 回 昼食 1 回 ・ 夕 食 2 回 人 利用 運 
送 機関 / 航 空 機 普通 席 (JAL ま た は ANA) 介 利 用 パス 会 社 / 琴 参 パ バス また は 同等 フラ ス 

人 @ 宿 泊 /1 泊 目 :〈 鳴 門 ) ア オア ヲ ナ ルト リゾ ー ト (洋室 / シ ング ル ・ ツ イン ) 、2 泊 目 :( 高 松 ) 高 
松 東 急 REI ホ テル (洋室 / シ ング ル ・ ツ イン ) 例 相 部 屋 の 設定 は あり ませ ん ※( 注 1) 自 
然 現象 の た め 、 気 象 楽 件 に より ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 。 ※( 注 2) 家 プロ ジェ クノ 
ト 共通 チケ ッ ト は 「 き ん ざ ] を 除く 6 軒 を 鑑賞 いた だ け ま す 。 ※( 注 3) 4 月 出発 の 昼食 は ご 
ざい ませ ん 。5・6 月 出発 の 昼食 は オリ ー ブ 地 鶏 丼 と かなり ます 。 ※ 当 コー ス は 、 出 発 日 前 日 
より 起算 し て 2 1 営業 日 前 を 過ぎ る と 、 氏 名 ・ 性 別 年 齢 の 変更 は で きま せん 。 





※2 ペ ー ジ の ご 案内 と ご 注意 を 必ず ご 覧 くだ さい 。※[JTB 宿 泊 ア ン ケー ト 評 価 ] は 、JTB 商 品 の 品質 に 対し て JTB が 独自 に 定め た 評価 基準 で す 。 宿 泊 施設 その も の の 格付 け や 他 の 旅行 商 
品 に 対し て の 品質 を 保証 する も の で は あり ませ ん 。 ま た 、 評 価 に つい て は 2020 年 10 月 一 202 1 年 9 月 の アン ケー ト を 対象 と し て いま す 。※ 出 発 日 に より 行程 が 逆 回 り に な る 場合 や 観光 順 
序 が 入れ 替わる 場合 が あり ます 。※ 交 通 機関 の ダイ ヤ 改 正 ・ 遅 延 、 道 路 状況 、 気 象 条件 等 に より 行程 お よび 記載 の 時 刻 が 変更 と な る 場合 が あり ます 。 


18 "すべ て セー ジ c9。 ご 巴 約 時 、 の 財 昌和 は の 名 人 日 の 年 謗 を お 回 いい た ます に 


コー ス 番 号 * 


K7382-0 3 


の 


4 


人 店 本 応 


お 身 体 に 優し い 
N ッ ド の 


』 度 は 泊まり た い 屋久 島 随 志 の 


yr か ーー 


2 泊 と ぉ ホテ ル に て W 
夕食 を ご 用 意 し まし た 








コー ス か ら ご 選択 ( 涯 3) 


中尾 欠 島 〇 わる ささ ミホ テル 


本 格 リ ゾー ト ホ テ ル に こ 答 当 a ea 
REI 2 提 [ 2 
2 連 泊 な の で 和 荷 物 の 移動 も 不 妥 で 琴 き 人 Pe 


43 で 行く 








羽田 (8:00~10:30) 発 鹿児島 また は 福岡 また は 
伊丹 屋久 島 着 王 〇 千尋 の 滝 ( 沙 差 約 60m) 三 
〇 中 間 ガ ジュ マル ー タ : 屋 久 島 ・ 尾 之 間 温泉 ( 泊 ) 
屋久 島 随 一 の 温泉 リゾ ー ト ホテ ル に 2 連 泊 
朝 : 屋 久 島尾 之 間 温 泉 一 〇 大 川 の 滝 一 O 量 丁 
部 林道 (大型 パ バス で は 通れ な い 世 界 遺 産 区 域 
を 散策 ) 一 〇 屋久 島 灯 台 一 〇 永田 いな か 浜 一 
〇 屋久 島 ふ る さと 市 場 一 O 益 救 神社 ([ 救 い の 
宮 ] と 呼ば れる 格式 高い 神社 ) 三代 白谷 雲水 貞 
(回 3 席 同 60 分 コー ス を 約 90 分 か け 
て じっくり 散策 ) 三 タ : 屋 久 島 ・ 尾 之 間 温 泉 ( 泊 ) 
※ 和 食 会 席 ま た は フレ ンチ の フル コー ス か ら 選 
べ る 夕食 (ご 予約 時 お 申し 出 く だ さい ) ( 注 3) 

朝 : 屋 久 島 ・ 尾 輝 間 温 泉 王 び 〇 紀元 杉 ( 最 長老 級 
の 屋久 杉 ) 三 但 ヤ クス ギラ ンド (屋久 島 の 豊 
か な 自然 を 体感 ) 三 屋久 島 発 み 鹿児島 また は 
福岡 また は 伊丹 羽田 (14:00 一 20:40) 着 


(@ 詞 ) 台 人 のみ 隊 


E 員 3]》 尼 と 問 温 朱 2 介 天 Nv 


釣 両 19.0m 6 
代表 的 な 屋久 杉 代 


1 


アン 
パッ ケー ジ ツ アー 6 Ke ) 天 


旅 物語 コー スズ で は 


バス と フェ リー で 約 4 時 間 半 か か る と ころ 


組 り 。 さ 和 往復 豚 空 機 で 敵 聞 


旅行 代金 (お と な お ひと り (23 名 様 1 室 の 場合 )) 


※ 国 内 線 旅客 施設 使用 料 740 円 が 別途 必要 と な り ま す 。 


出発 日 (2022 年 ) 
旅行 代金 (お と な お ひと り ) 


5・12・20・24・ 
2/*・29 日 


3・5・7・12・14・ 


19・21 日 


【 哨 |2・7・9・14・16・ 
21・23・28・30 日 
| 1・9・16・23 日 


24・26・31 日 


]10・12・17・19・ 


【s 静 |4・1 1・18・25 日 


回 夕食 2 回 、(4 月 出発 以降 ) 朝食 2 回 ・ 昼 食 2 回 夕食 2 回 候 利 用 運送 機関 航空機 普通 席 (JAL ま た は ANA ま た は SNA/ 来 締 便 ) 便利 用 バス 会 社 / 屋 久 島 道 の 駅 観光 バス また は 同等 フラ ス 


他 グ ルー プ の 方 と 隣 語 に な る 場合 が あり ます 。 


※ ( 注 3) 2 日 目 食 は ご 予約 時 に 特に お 申し 出 が な いり 場合 、 和 食 会 司 に て ご 用 意 し ます 。 ※ 


9 OO (屋久 島尾 之 間 温 泉 ) 屋久 島 い わ さ き ホテ ル (洋室 / ツ イン [一 部 エキ スト ラベ ッ ド 利用 】) 人 相 部 屋 の 設定 は あり ませ ん ※( 注 1)2 日 目 は 小型 パス 移動 と な り 、1 人 1 席 利 用 と な る 為 、 
※ ( 注 2) 3 月 出発 の 昼食 は ご ざい ませ ん 。4 月 出発 以降 の 2 日 目 は 屋久 杉 の 符 で 楽し 側 膳 、 3 日 目 は 屋久 島 名 物 「 飛 び 魚 ] 料 理 と な り ま す 。 


] ※2 ペ ー ジ の ご 案内 と ご 注意 を 必ず ご 覧 くだ さい 。 ※「JTB 宿 泊 ア ン ケ ー ト 評価 ] は 、JTB 商 品 の 品質 に 対し て JTB が 独自 に 定め た 評価 基準 で す 。 宿 泊 施設 その も の の 格付 け や 


他 の 旅行 商品 に 対し て の 品質 を 保証 する も の で は あり ませ ん 。 ま た 、 評 価 に つい て は 2020 年 10 月 一 2021 年 9 





月 の アン ケー ト を 対象 と し て いま す 。※ 出 発 日 に より 行程 が 逆 回 


り に な る 場合 や 失 光 順序 が 入れ 替わる 場合 が あり ます 。※ 交 通 機関 の ダイ ヤ 改 正 ・ 遅 延 、 道 路 状 況 、 気 象 条件 等 に より 行程 お よび 記載 の 時 刻 が 変更 と な る 場合 が あり ます 。 











( 画 避 己 党 %ー ぇ ワ ) 咽 癌 諾 遇 SS さ (でき 謝 ペン 










,/2 


ハワイ 諸島 と 同 緯 度 1< 位 置 する 小浜 島 。 

「 は いむ る ぶし 」 は 南 十 字 星 の 意味 を も ち 、 

その ゆっ た り と 【 た 区 沢 な 空間 が みな さま を お 迎え し ます 。 
美しい 性 空 や ビ ピチ の 0 と 二 上 質 な リノ ンド を お 過 こ (くだ さい 3 





KU 












い 


odinllmshnP-3 い min 





美しい 海 (< 囲 まれ た 
南国 の 風 を 感 る 


HHNY 


| 


Mi 


シロ 
加 


eeeae7u 


EE 2 当 電 ムシ パー ンス 2 に ュー ゴク 衣 証 加 目 
\ テラ ス 付 の お 部 屋 ル 













O は 車 鶴光 | 朝 昼 | タ 


記 スケ ジュ ー ル ・ 宿 泊地 [@ は 入場 角 光 、O は 下車 観光 、 
(な 30-1 1: 007 発 ヶ 著 覇 石垣 間 

ー 〇 パ 望 台 王 〇 名 蔵 湾 の ヒル ギ 
(マン グ c ロー ー プ 二 生 本) 一 生 号 記 CE) 


AN ( 


[の 見 える リゾ た り 2 連 * 
午前 自由 行動 八 ン 然 
午後 : 石 垣 島 一 石垣 港 へ 竹富 港 =① 還 当 | | | 較 還 先 
(O 〇 星 砂 の 浜 、O つ コン ドイ ビー チ 、 水 牛車 に |*| | 山 員 購 較 良 歴 
揺 ら れ 赤 瓦 屋 根 の 町 並み を 見 学 ) 一 竹富 港 ル | | 胡 購 計 材 
石垣 港 一石 二 島 人 乳 洞 ( サ ン ゴ 礁 で で | | 唱 き た 
きた 地底 洞 入 洞 料 込 ) ニタ : 石 垣 島 ( 泊 ) き 












朝 : 石 垣 島 三石 垣 港 へ 大 原 港 三 ⑦ 攻 時 調 
(大 自然 あふ れる 伸 間 川 マ ング ロー ブ 林 ク 
ルー ズ ) 三 美原 一 (の ん びり 水牛 車 で 海 を 渡 
り 由 布 島 へ 〉 一 3: 避 当 ( 亜 熱帯 の 花々 を お 
楽し み ) ご 二 洪 … 小 浜 洪 タ 小 折 ( 当 


旅行 代金 (お と な お ひと り 
(4 名 様 1 室 の 場合 ) ) 







ご 周 


巡 更 用 料 1.700 円 が 別途 必要 と な り ま す 。 








※ 国 内 線 旅客 施 


S* <? 。。 。 < で ・ ・ 





| 出発 日 (2022 年 )/ 


/ = sl ニニ ニー _ 較 還 
ご 也 の 方 に は GE5 記 (O シュ ガー ロー ド 、 
〇 こ は ぐ ら 荘 、 〇 西 大 岳 展望 台 ) へ ご 案 内 し ます 。 


和 後 小浜 島 一 小浜 港 へ 石垣 港 王 ⑤ 石 二 和 WW ) 


El3・6・10・ 
Sn15-18. 150.000m 154.000m|159.000m| 
(日 本 百 景 の 美しい 湾 ) 島 22・25・29 昌 ] 


ル 由 
ン )ー ロ 電 発 * 政 馬 ) 羽田 (18:00-22.30) 沸 に は お 


人 @ 最 少 催 行人 員 /10 名 様 (2 名 様 よ り 受付 ) 人 添乗 員 プ 同行 し ます 欠 バ スガ イド ン 同 行 し ます (離島 観光 時 は ドラ イ バ ー 兼 ガイ ド が 同行 し ます ) 

人 @ 食 事 プ 朝食 3 回 ・ 昼 食 2 回 ・ 夕 食 2 回 念 利用 運送 機関 航空 機 普 通 席 (JAL ま た は ANA ま た は JTA プ 乗 継 便 ) 念 利 用 バス 会 社 東 運輸 また は 同等 = 
クラ ス 介 宿 泊 1・2 泊 目 :〈 石 垣 島 )ANA イ ンタ ー コ ンチ ネン タル 石垣 リゾ ー ト 、3 泊 目 :〈|V 兵 島 / は い お る ぶし (いずれ も 洋室 / ツ イン 【 一 部 エキ スト 
ラベ ッ ド 利用 】) 信 相 部 屋 の 設定 は あり ませ ん ※() 写 真 は イメ ー ジ の た め 、 実 際 に ご 覧 いた だ ける 景観 と 異な る 場合 が あり ます 。 ※2 日 目 、3 日 
IT AR 用 に 8 お ひ 本 UMSS ' ま た 、 JTB 旅 物語 以外 の お 客 様 と 混 乗 に な る 場合 が あり ます 。 


前 の 琉 E に ヾ 寺 1 


ト で ご で よ せ / oc 


ご た ご る な ご 覧 くだ さい 。※[|JTB 宿 泊 ア ン ケ ー ト 評価 ] は 、 TB 商品 の 品質 に 対し て JTB が 多 目 に 定め た 評価 基準 で す 。 宿泊 施設 その も の の 格付 け 
や 他 の 旅行 商品 に 対し て の 品質 を 保証 する も の で は あり ませ ん 。 ま た 、 評 価 に つい て は 2020 年 10 月 一 202 1 年 9 月 の アン ケー ト を 対象 と し て いま す 。※ 出 発 日 に より 行程 が 逆 
回 り に な る 場合 や 観光 順序 が 入れ 替わる 場合 が あり ます 。※ 交 通 機関 の ダイ ヤ 改 正 ・ 遅 延 、 道 路 状況 、 気 象 条件 等 に より 行程 お よび 記載 の 時 刻 が 変更 と な る 場合 が あり ます 。 


ソ 車 X の 与 20 omu et ea ea am ーー ma っ Am = am ポー テン 内 「 語 | On am 2 2 ー の ド 
20 名 ai いい ー ぁ 41 1 還 センイ ) = 上 3 涯 = : 侍 3 = 回 思 @: 上 = 戸 ] 月 1 = へ グ ⑧ る 円 mm『 を ゴロ かみ ー 和 も - イ マコ 全 1 人 も 。 当 半 机 
新春 号 R の in fe 1 も > で グ EE = 西 ァ ー 。 1 コマ 1 ロリ リ 1 " ン トー 計 攻 王 ミト" アグ JmY し kJHWL コー BI BBM リ で 和 bh、 も レプ 
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ン ン 3 | し L」 『ー トリ ョ | ーー デ う 1 中 = 夫 ヒビ で 
% 当 コー ス は 、 出 発 日 前 前 日 。 選 昇 し て ZIE 営業 日 前 を 過ぎ る と 、 氏 名 ・ 性 別 ・ 年 
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ツテ ラス ( 東 ツ ナ を 上 没 す 絶 記 ー タ : 時 
1] 朝 : 恩 納 村 一 海中 道路 / 海 上 を 絶 果 ドラ “ 
| イブ )〉 ニ 〇 果報 パン タ ( エ メラ ルド グリ ー ーー 
人 | ン の 泡 と 岬 の 弥 ) の 画 紀 ( パ ーー 間 37 
「 、 の 議 胃 度 し し ミ を 話 2 
| 人 還 st ミミ ビー ブナ - リ ゾー ト 
_| 朝 : 因 納 村 一 信 万 座 毛 (沖縄 が 誇る 景勝 地 ) 王 スタ に メリ ジ 三 
OKINAWA フ ルー ツ ら ん どー 〇 屋 我 地島 王 クー ペー スクスク ク スクー バン 「 
拓 960m の 古 利 大 橋 ) 古宇 利島 
いる 上 オプ ミ 


と り G 名 様 1 室 の 場合 )) 
内 人 貼ら 要 と な り ます 。 
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テル ン / フ “ ーー 
午前 遇 村 ーO 道 の 駅 か で な ー MR 8・11・15・18・22・ 
4| 織 場 思 べ る 記 プ ラン ZZZ7】 還 _ 25729 昌 100.000m105.000130.000g 


| き 園 比 屋 下 御 狼 【 朋 |8・12・15 晶 120,000m|125.000m|150.000g 


| 正 ニ 那 語 発 >- 田 (20 00 一 22:30) 着 田 こ ども は お と な と 同額 


@ 最 少 催行 人 員 /10 名 様 (1 名 様 より 受付 ) 候 添 乗員 / 同 行 し ます 但 パ スガ イド / 同 行 し ます (( 日 目 除 く ) 人 食事 / 朝 食 3 回 候 利 用 運送 機関 / 航 空 機 普 通 席 (JAL ま た は ANA) 候 利 用 
バス 会 社 / ア イ ビ ー エ スパ ス ま た は 同等 フラ ス 候 宿 泊 /1 泊 目 :( 恩 納 村 )ANA イ ンタ ダー コ ンチ ネン タル 万 座 ビ ー チ リゾ ー ト 、2・3 泊 目 :( 恩 納 村 )/ ハ イア ッ ト リー ジェ ン シ ー 瀬 良 坦 ア イラ ンド 沖 
縄 ( い ずれ も 洋室 / ツ イン 【 一 部 エキ スト ラベ ッ ド 利用 】) 條 相 部 屋 の 設定 は あり ませ ん ※ 当 コー ス は 、 出 発 日 前 日 より 起算 し て 2 1 営業 日 前 を 過ぎ る と 、 氏 名 ・ 性 別 * 年 齢 の 変更 は で きま せん 。 


※2 ペ ー ジ の ご 案内 と ご 注意 を 必ず ご 覧 くだ さい 。※ 出 発 日 に より 行程 が 逆 回 り に な る 場 の が あり ます 。 
※ 交 通 機関 の ダイ ヤ 改 正 ・ 遅 延 、 道 路 状 況 、 気 象 条 件 等 に より 行程 お よび 記載 の 時 刻 が 変更 と な る 場合 が あり ます 


お 申し 込み ・ 国 比較 的 すい て いる 較 大 変 混み 合っ て いる 9 時 10 時 11 時 12 時 13 時 14 時 15 時 16 時 17 時 17 馬 半 > 二 誤 の 写真 は 
5 は 半 2 諸 0570: -06- 1113 時 間 に ど う ぞ | | 混み 合っ て いる 口 eyyucus 男 _ 置 トニー ビート ュ 一 | ーー 2 と イッ スー こん で の 3 [2 21 
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